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5万分の1士山質図幅 有1・
説明書itl:入 志 内 (旭川ト第 53号)

工業技術院地質調査所

通商産業技官 河野義礼

通商産業技官 松井和典

元通商産業技官 清 水 勇

本図幅は北海道開発庁の委託によって作成されたもので，野外調査は昭和126，27年

の 2 年に亘って行った。図幅中の火成岩分布地域は河野童話礼・松井和~~が， 変成岩 ・

水成岩分布地域は清水勇がそれぞれその調査を担当した。野外調査に貸した日数は延

100余日である。

図幅内の石狩屑群分布地域の地質は， 現地の炭砿で調査した詳細な資料(文献 1~

8)を参考にした。しかし編輯上の都合で多少修正したものもあるが，乙れは筆者の

責任であることをお断りしておく 。

また地質調査所によって昭和 22年以来調べられた資料 (9~21) も乙の図 l隔中K

輯録された。

この図樋地域の周縁部に分布して3 一部分はこの地域lとも露出しているJI!端屈なら

びに神居古部変成岩類については，北海道大学の進級論文および卒業論文 (22，23) 

を参考にした。また神居古海変成岩類については猪木幸男技官から教示をうけた。

乙の調査期聞を通じて，米軍から貸与された空中写真を利用することができた。こ

乙K米軍当局者ならびに地理調査所の方々に対して感謝する。

I 地 形孝子よぴ交通 .

1. 1 地形

木図樋の占める範囲は北海道脊梁山脈件、ある夕張山脈 の 西 側 出 る 。 図

地域の北半部はイ Jルレムケ 7プ火山とその火山砕j屑育岩が分布して，や』不規則な楯状火
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山の地形を呈する。地域の南半部lζは宿世lした石狩層献が分布しているため，河I11の

流路や稜線の分布にも沼曲地域l乙特有な不規則地形の特徴が現われている。またこの

地域はおおむね削剥の進んだ腕壮年期の相貌を呈している。図幅地域の北東隅を占め

てや11居古溜変成岩類ならびに川端層瀦が分布するが， ζれらの士山層は断層Kよってほ

かの地層と劃然と区切られ，峨々たる懸崖のよ山貌を示している。和11居古応変成岩類が

風化t乙対して強いの?と加えて， 川端j商都も士山庖が直立に近い傾斜をなし，しかも砂岩・

泥岩の細かい互層で梢成されているために，乙れまた風化R.対して強く，侵蝕によっ

て平坦な地形をつくる ζ とが少ない。乙のため内大部山を初めとして標高 700m/(:.近

い険峻な山地を形成し，西lζ笠えるイ Jレムケッフ。火山と相対附している。

イルムケップ火山は火口の直径がおよそ lkmに達し，火口の周囲には音江111・沖

里河山 イルムケップ山な印標高 800m明 一る尖頭が見られる。火山の換とは

集塊岩 ・火山岩屑などの無屑理な岩石が累積している。

乙れらの岩石が水蝕される|療には，常lζ裾野を長く引きながら， 火口を中心として

放射状~C:l:III長くしかも深く扶られた谷を形成することが多い。 乙れらの谷は上流へ向

かつて分岐する ζ となく，常に下流へ向かつて谷の数を摘している。谷と谷との中間

に生れた小さな流路が次第に下流へ向かつて深く 扶 り，また11屈を拡げ続ける。

力11賀団体の附近ではこの放射状の流路が北北西方向へ向かう流路によっていったん

集められ，その下流ではふたたび放射状~C:流れるのが見られる 。 これは北北西方向の

水路の流れが河川の争奪を行ったものでゐる。ζのように北北西方向の流l路が放射状

流i路を争奪する小さな例は，図幅地域でしばしば見られる乙とであり， 乙れは本地域

l乙分布する唯積岩の士山質椛造I布，特徴的に多い北北西万向の断胞の活動が，現在もな

お活動しているためでゐろうと思われる。

図幅地域南半の石狩!菌群分布地域は，断層ならびに沼出HC:よって複雑な地質構造を

呈している。1つの士山屈の分布をみても，寸断念れゐるいは反転しており，その特徴

は地形にもよく現われている。図幅士山域の南半部では一般に河I11の流路が予測を許さ

ないほどに不規則である。1，2の例を挙げると，平岸附近で空知川ICそそいでいる

桂沢は，その本流が地j留の走向κ沿って北方へ流れて，主として夕張層 ・若鍋屑など

の地屈を削っているが，桂沢の東側の支流は互に平行な小断層に沿った流路をとって

いる。また平岸南方2km の位置にある泥ノ沢の上流は 2つに分かれて北東方向へ流
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れ，乙れらはとも に西へ流路を変えたのち北北西に流路をll!iじている。

本地域においては，石狩層群分布地域の中央部を横切って西へ流れる空知JIIと，イ

ルム ケップ火山の東側の山館をi'1'~へ流れ， 空知川K注ぐ班渓幌内 J II とがおもな河川で

ある。空知川南側地域を流れる水系は，そのほとんどが北へ向かい空知川に注いでい

るが，図l隔地域の南西隅Kゐって，祈l威岳 ・赤平山を連ねる稜線以南の歌志内町附近の

7J<.系は，集まって上歌志内JIIとなり，西へ向かって石狩川fc:.i注いでいる。空知]llfc:.注

ぐ支流には班渓幌内川のほかに，図樋地域の南東部をかすめて流れる辺渓川がある。

辺渓川はかつては空知川の本流であったが，辺渓川一帯の地盤の上昇によって争奪を

うけ，空知川がその閣に迂回したために，現在はその支流となったものでゐろう。辺

渓川に沿って段丘堆積物が広範囲に分布することは，空知川の他の支流では見られな

いζとでゐり ，乙の段丘i百二積物は過去の空知JlIのJII床10ft積したものが，地盤の隆起

によって現在の位置を占めたものでゐろうと思われる。

次[ζ空知川北岸流域の水系について述べよう。イ Jレムケップ火山をその源として放

射状に流れる河川は，花川厨および石狩屑辞分布地域にはいってからは，地胞の硬軟

による水蝕のうけ易さの差異とか，または地質椛造lζ支配されて多種多様な流路をた

どりながら空知1]llfc:.注いでいる。イ ルムケッフ。火山と村l居古湾系分布地域との中聞に

は，緒川層の軟弱な地屈を下刻した河川を集めて北へ流れる内大部]11と，南へ向かつ

て流れる班渓l院内川とがあり，この2つの河川は新城峠をその分水嶺としている。こ

れらの河川lも空知川と同;僚に蛇行性をもった河JIIで，広い谷底平野をもっている。芦

別町新城の*方にあたる班渓腕内川の上流ではしばしば分流が行われ， ζ こでは尚JII

腐を覆う第四紀屑の泌杭作用が行われている。乙の地域のさらに東側に分布する有11屈

古溜系および川端屑と花川!冒とが， 北北西方向の断層で‘按している ζ とと，筒川庇jを

切る同一方向の小断層が見られる ζとから推定して p 分流の行われている附近には，

北北西方向の活断層が寄在しているものと思われる。

空気l川を初めとして，そのほかの大 きな河川の流路に沿っては，常lζ河岸段丘が発

達している。段丘が顕著fc:.発達しているのは下声別，下i五渓 ・下幌倉および沖里河の

部落附近で，最もよく段丘を残している所では 4つの段丘而を数える ζ とができる。

本図l臨地域内においては煩雑を避けて，下幌倉 .irl:1里河附近のものについてのみ段丘

を図示した。
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1. 2 交通

空知川に沿っては国鉄根室本線が通じ，赤平 ・茂尻 ・平岸 ・芦別の4つの主要駅が

それぞれ輸送の中心地として，地域内の石炭鉱業の発展に大 きな役割を果している。

根室本線と並行して空知川の南北両岸には自動車道路が通じている。ともに滝川 ・

富良野閲を結ぶ道路である。一方空知川以南では歌志内川に沿って国鉄歌志内線およ

びこれに併行した自動車道路が通じ，もつばら炭鉱開発に役立っている。乙のほかに

高根川に沿って高根炭砿に通ずる道路ならびに赤平 ・歌志内問を結ぶ道路などが空知

川以南の主要道路である。 炭鉱専用の軌道は数多く布設されているので，こ〉では省

略する。空知川以北においては， 班渓11晃内川および内大部川に沿って南北に通ずる自

動車道路は，神居村字神居古i'l:lを経て旭川p:到る交通路である。このほか炭鉱開発用

に布設された道路には班渓幌内川の支流p:沿って黄金坑l乙遜ずる道路，辺渓川の支流

である盤ノ沢の上流まで拓かれた炭鉱用の自動車道路などがある。盤ノ沢上流の三菱

鉱業ぺンケ坑から上芦別駅に通ずる鉄道は昭和 24年以来布設会れている。これらの

主要な道路氏連絡して最近とみに開拓道路が整備されており ，そのおもなものを挙げ

ると，中幌倉 ・赤間ノ沢・大谷沢 ・小百戸沢 ・吉田沢 ・大山沢 ・三叉・二股などの開

拓者用道路で，図l樋地域内の滝川厨分布地域はその開拓の進展とともに，道路網はま

すます密になっている。しかしながらイ ルムケップ火山岩およびその岩屑ならびに神

居古滋変成岩類の分布する地域は，森林経営のために踏み聞かれた僅かな小径以外に

みるべきものがない。

II.地 質

11. 1 概説

本図1[1園地域に分布する地層および火山岩類を，その地質時代の古いものからJI即乙挙

げると，神居古海変成岩類 ・自彊系・古第三系の石狩層群ならびに幌内層 ・新第三系

の川端層群および滝川層，滝川屑堆積の末期から第四紀にかけてl噴出したイ Jレムケッ

プ火山岩類 ・ 玄武岩，ならびに段丘堆積層 ・ {rl~積層などがある。堆積岩の屑序ならぴ
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第 1表 地質総括表

地 層 区 分
時 代 火 成 ;舌 動

第
沖 積 層

一一一一(一一一不整合

四 段正堆積層
~~-一一--不整合

車包 イルムケッ プ火山噴出岩

および玄武岩
新

滝 川 層第
不整合、内(造構運動)

紀 川端 層群
不整合

幌内層

第 ι~一一--一一不整合

~吋~ llU 層

古 平 岸 層
石

上
中耳 城 層

第 高 根 層
狩 階

赤 平 層

中
美 唄 層

一 層 若 鍋 層

紀
階

茂 尻 周

紀 群
タ 張 j雷

下
幌加別層

層
マ~乙シ JlI j酉

不整合

画淵層群

臼霊紀 上部蝦夷層群 (上部)

I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

一一一一一一一不 明

yュラ紀 神居古浮変成岩類

にその地層区分， 火山活動と造構造運動の時期を第1表K示した。

北海道脊梁山脈の西似UK南北に細長く分布し， その長さも実Iこ200k}TI1ζ及んでい

る神居古母変成岩類の一部が， 乙の図幅地域の北東を占めて分布している。この神居

古海変成岩類の時代は未だ不明で、あるが:;;ユラ紀より古い ものである乙 とは一般に
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認められている。本地域においてはこの神居古湾系(以下簡略にl呼ぶζ ととする)の

西側に分布する石狩層群および臼霊系は，地質機造上の位置がいわゆる空知背斜の北

端l乙位し，空知背斜が北へ向かって洗みかけた場所に当っているため，白望系は木地

域の南端ならびに南東隅のとく限られた小地域だけに分布し， しかも白霊系は最上部

の画淵層群と上部蝦夷層訴の一部分だけが露出するに過ぎない。

石狩層'!t'干は本地域の南半部を占めて分布し，士山層の上限から下限tζ至るまでその全

層が露われている。地域内の石狩屑君干の地質織造は錯雑しており ，神威背斜註1)・茂

尻背斜 ・赤平向斜 ・下芦別向斜などの沼曲と，乙れに伴なう多数の断層によって地層

が寸断され，地域の東部と西部とで岩相が変化する ことと相侯って，地層の対比には

困難な点が多い。ことに下芦別向斜を挟んで，その東認に当る班渓l院内川 ・辺渓川流

域と， 西翼民当る茂尻 ・炭山川流域との対比には，種々の異論がある註2)。

l院内層は平岸断層iの西側と，図幅士山城南東隅の上声別附近ならびに海鼠山西方lkm

の地点にいずれも小範囲に露出しているにす ぎない。 l腕内層は下位の石狩層群に不整

合1<:.重畳しているが， その上位の地層は平岸北万では断層のため見られない。 また

上芦別附近では幌内層は川端盾によって叡われている 。上芦別附近の1腕内層は沢田秀

総16)1<:'よって天狗沢泥屑とよばれ，沢田は天狗沢層とその上位の広瀬沢Ii冒とは整合で

あると述べている。またこれに対しての反対の意見もあるが， いずれも明瞭な証拠を

挙げているわけではなし決定的な意見を述べることができない。また田代修一2<)は

沢田の天狗沢腐をも一括して川端層部に含ませているが，筆者は天狗沢腐の岩相なら

びに含有化石の類似性から天狗沢層をl院内層tζ，その上位の広瀬沢層以上の地層をJII

端腐に同定して地質図上に示した。

川端層群は図幅地域の北東|叩ζ神居古樟変成岩類と援して，北北西{こ走る 2つの大

断層に挟まれて帯状l己分布しているのがおもなもので，このほか小区域ではあるが地

域の南東隅にも分布する。 川端層は利1居古密系を不整合1<:.怒っており，またお主JII層に

よって不整合1<:.覆われる のが，北|鋒深川図幅の多度志村多度志および更進で見られる。

本地域北東|隅の川端層群は砂岩泥岩の互層からなる厚屈で，断層1<:.挟まれ大きな造構

造運動の影畿を うけているため，地層の傾斜もほとんど霊直に近く，また走向断層K

註1) 上芦別図闘の空知背斜は本地域にはいるとfll'威背斜と茂尻背斜の2大背斜11:分かれる。
註 2) 赤平周のrJ{参!!，{
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より地層が繰返し露出する。 このため， 川端層群そのものの層序ならびκ地質精進を

詳細に調査する ζとは，技術的にもl時間的余裕もな くてできなかった。炭因調査とし

て逆瀬川・小島2りが調べたものによると，ζの川端層は問斜宿曲を行っており，層厚

は見掛けよりもずっと薄いものであろうと述べている。

図l隔地域の北半部lとは新第三紀末に堆積した滝JII層が広範囲に分布し，石狩層!i'お

よび川端層群のいずれをも傾斜不整合をもって覆っている。滝川j霞は海惨動物化石を

含有する凝灰質の泥岩を下部として，その上部は浮石の絢11擦を含み，かつ偽j習の多い

砂岩と細1際岩との互層から構成されている。ζの下部の海棲化石を含有する地層は図

幅士山i域の西部l乙厚く，東部へ向かつて次第に滞くなり，班渓l腕内川流域では全く欠如

している。滝川j霞上部の砂岩礁岩層の最下部には粗悪な亜炭層が介在し，図隔地域全

域に亘って分布する。 ζの亜炭層は班渓幌内川流域では滝川!霞の基底IC近接して存在

する。この亜炭層は同時堆積函を示すものと云えば，滝川層は ζの図1[1面の範囲内で西

から東へ向かって叡倣してJtfJrlしたものとみなされる。

イルムケツプ火山の噴出による複輝石安山岩の熔岩流とその火山岩屑は，滝111屈を

叡って分布する。滝川l苗のi任程i時期とイ Jレムケップ火山のl噴出時期との関係について

は不明な点が多いが，吉田沢中流部および三叉山沢班渓幌内川との合流点より三叉山

沢の上流約 500m地点において，イルムケ ップの集塊岩の上位に滝川層の一部と思わ

れるi官ー積が見られる o イルムケップ火山の活動は滝川Ji吉堆積の末期lと始まったも のと

考えられる。一方ほかの地域の滝JIIJ冨の磯岩中には角閃石安山岩の1擦がみいfごされる

ものはない。なお滝川庖中Iと多量;に存在する浮石片についてはその起源が明らかでな

い。したがってイルムケップ火山のl噴出は滝川屑堆積の末期に始まり 1 r楢川層堆積後

』乙最も盛んであったと考えられる。

ζ の滝川~iおよびイ ルムケッ プ火山岩屑が広く分布した谷底IC ， きわめて小範囲で

はあるが石狩層1詳が露出している場所があり ，樋川屑lとおおわれた石狩層群の分布な

らびに地質布告造の究明にかすかな光を投じている。その 1つは江部乙村加賀団体の谷

底の露出であり，また他の 1つは本調査で河野義ネしによって発見された赤間沢上流の

小露出である。前者は脱貝の多産する砂岩泥岩互層で，その最下部には石炭の薄層を

伴ない，平岸屑または赤平屑であろうと考えられる。後者はその屑位を決定しかねる

ほどの小露出であるが，一応赤平層として図示した。
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11. 2 神居古漕変成岩類ならびに蛇紋岩類

いわゆる利l居古沼変成岩類は緑色片岩 ・珪質片岩 ・千枚岩などの低度の変成岩類か

らなるもので，これらをもって構成される地帯は，北海道の脊梁をなす日高山脈を形

成するいわゆる日高帯の西側にのみ位置し，その日高橋と平行して南北に帯状分布を

示し，それらの聞には臼霊系ゐるいは先白窪系といわれている岩屑を挟んでいる(こ

の詳細については，舟橋三男 ・橋本誠二26)の報告および鈴木欝27)の深川図幅を参照

されたい)。

本図幅士山域では，乙の変成岩の一部が北東隅l乙発達しており，新第三系の川端j酉・

淀川層とは，断層をもって接しているカ民不整合l乙叡われている (しかし，それらの

関係を直接認められる露出はほとんどない)。

ζの地域の神居古溜変成器類も，深川図幅で分類されたように，次の2種K大別で

きる。

黒色珪質片岩類

緑色片岩類

よ由貿図上での塗色区分は深川図幅l乙示されたのと同じ意味をもつのであるが，深川

図帽では，士山賀図での分類と説明書内の分類とで少し異なっている。 ζの士山域では，

ソーダに富む特殊な鉱物の組合せをもっ片岩類は現われて こないので， ζの2つの分

類は適当であるように思われる。

黒色珪質片岩類と緑色片岩類との関係については詳らかでない。局部では両者が互

層していて縞状を呈している ζ ともあるが，大体西側に緑色片岩類が広く分布し，東

側n::黒色珪質片岩類が広く分布する傾向があり ，さらに東方 (地域外)では，ふたた

び緑色片岩類が分布する。設質片岩類は珪磐質の砂岩 ・泥岩を原岩と し， 緑色片岩は

塩基性の火成岩ないし火成砕屑岩類を原岩としている。ζれらの原岩の屑位学的位置

は不詳である。た Y一部に上部ジユラ紀層とみられている空知統の輝緑岩質の岩石が

変成作用を蒙っているものが含まれている乙とが明 らかにきれており，また一部には

日高層群の岩石を原岩として含んでいるのではないかとの疑をもたれている。さらに

また蛇紋岩のほかの地域で自重紀以後の遊入とみられる場合が多いので，動力変成作
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用の時期が蛇紋岩の遊入と関係があるとすれば，一部の岩層は自室系に属する可能性

もゐる。

11. 2. 1 黒色珪質片岩類

本岩類は肉眼的K.黒い部分と白い部分とがそれぞれ約 0.5cmの憾で縞状をなし

て，互屈しているのが普通で、あるが，千枚岩あるいはミロナイト様の岩石となってい

ることも少なくない。また，白色の石英に富む部分が非常によく発達し，片理の方向

と平行に， ときにはや〉斜めに，幅約 5cm近くの脈状となっている場合も少なくな

L 、。

乙の岩努H乙は種々の鉱物の組合せが見られるが，ほかの地域K見られるようなソ ー

ダを含む角閃石の寄在はほとんど認められず，普通次のようなものである(大体盈の

順序1<:.並べである)。

a)石英 ・絹雲母 ・緑泥石

b)石英 ・緑泥石 ・針状角閃石ー拐石鉄鉱

c)石英 ・絹雲母 ・曹長石

d)石英 ・絹雲母

e)石英 ・緑泥石 ・皆長石

f )石英・絹雲南 ・緑泥石 ・スチルプロメレン ・曹長石

g)石英 (点紋をなすもの，基質をなすもの)・ 曹長石 ・針状角閃石 ・スチルプロ

メレン ・赤鉄鉱

h)石英 (微点紋をなすもの，基質をなすもの)・首長石 ・緑泥石 ・絹雲国

i )石英 ・絹雲母 ・スチルプロメレン ・緑泥石 ・栂石 ・赤鉄鉱

j )スチルプロ メレン・絹雲国 ・石英

a) ~ c) のものはメノコ沢 (地域外)のものに多く. d)は新域市街の北東側，

e) ~ g) のものは岩名ノ沢の中流部に多 く . h) ~ j) のものは郡界ノ沢附近κみ

いだされる。

以上のよう に，鉱物の各組合せ中には，必ず石英が認められ，その盈も全体の 50

%以上を占めている(た Yしjを除く)。石英はきわめて細粒(径O.Olmm内外)の集

合をなして岩石の基質をなすが，ときに脈状あるいはプール状の分結物として集まっ

ており，この場合の結晶粒はや〉大きく，径 0.05~0.lmm 程度となっている。
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ほかの鉱物はとの右英の基質の部分とは別IC，汚物状あるいは炭質物などの非品質

物で汚染されたようなところに集まって見られることが多い。乙の汚染されたような

部分はミロナイトあるいは千枚岩様を呈し，そのなかに非品質物のダストゐるいは炭

質物織物質からなる黒色の係線が，平行にある一定方向に延び，ときには考曲してい

る。そして ζのような部分には，カタクラスティック構造を認める乙とがあり，また

原岩の構造を僅かにうかがう ζ とができる ζ ともある。また，乙のような非品質物あ

るいは炭質物様のものは，その量が多く，石英以外の結品質の組成鉱物よりはるかに

多量に含まれていることがある。

II. 2. 2 緑色片岩類

この岩石実質は，一般に陥緑色を呈し，普通片理が発達しているが，時にはその片理

が非常に弱く ，塊状lζ近いJ儀相を呈しているものもある。

ζの岩類は，次の2つに大きく分けられる。

査軍緑片岩 輝緑片岩はゆ」らかに原岩が輝緑岩質岩で，その残高あるいは椛造が認め

られる。

乙の地域のこの種の岩石はその原岩の櫛造は新鉱物の再結品，斜長石の完全な分解

によって，明らかでない場合が多いが，有色鉱物の残品のみは比較的明らかに認めら

れる ζ とが多い。 ζの残品の附近で怯カタクラスティック構造が明らかである ζ とが

ゐり，また，ζの種の岩石の内部IC僅かに認められる片理とは，全く斜交する方向に

残高の鉱物が点在していることがある。

残品鉱物としては単斜輝石が多い。局部的に分解して汚れている ζ ともあるが，そ

の結晶形は明らかなものが多い。そのなかには明らかにチタン輝石と思われるものが

岩名ノ沢下流 ・郡界ノ沢などのものに認められる。そのほか，郡界ノ沢中流部のもの

には， 撒噴石の残品もみいfごされた。斜長石の残品の認められるのは非常に稀でゐ

る。

変成鉱物の組合せには次のものがある(大体主のJI頂)。

a)緑泥石・蛇紋石 ・方解石

b)緑飯石 ・緑泥石

c)透角閃石 ・石英 ・緑泥石・曹長石

d)石英 ・方解石 ・緑泥石
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e)石英・緑泥石・曹長石

f )角閃石・緑泥石・線飯石・曹長石・石英.，~~石

a)~ c)は岩名ノ沢のものに多く見られ， d)~ f)は郡界ノ沢のものに見られる。

緑色片岩 この岩石K属するものは，ほとんど原岩の構造あるいは残昂が認められ

ないものであり，前の輝緑片岩!L比べて片理も明らかである。本地域内でのこの種の

岩石には次の鉱物組合せがある(大体孟のl顕)。

在)緑泥石 ・石英 ・緑飯石 ・綿雲母

b)方解石・閃緑石 ・石英 ・曹長石

c)石英 ・緑閃石 ・曹長石

d)緑閃石(非品質物質)

a) ~ b)の組合せのものは班渓幌内川本流l乙みいだされ， c)~d) は岩名ノ沢上

流にみいだされる。 c)は，石英と緑閃石が等hllCf子在し，緑閃石は長径 1.Omm'乙

も及ぶ針状の給品が，東状あるいは放射状に集合している。これらのいずれの組合せ

においても，汚染状あるいは未再結晶の物質が，黒色ないし階灰色のダスト様lとかな

り多量に存在している。そのほか，新城市街の北東方の本流ノ沢の，神居古記i変成岩

類と JII端i腐とが断層によって境される附近!<:.，炭酸臨鉱物を主とする岩石がめる。こ

れは外観が黄褐色を呈するや〉ミロナイト様の岩石である。 ζの岩石は，鏡下で細肢

の炭酸鉱物を基地とし，点 J々 と方解石が脈状lζ集まり，石英もまた脈状あるいはプー

ル状の分解物として集まっている。そのほか褐鉄鉱様の物質が亀裂を填めている o

11. 2. 3 蛇紋 岩類

蛇紋岩は祈I居古溜変成岩類をいたると乙ろで寅ぬいている。その大きさは，大小さ

まざまで， 小岩体は変成岩の片理の方向にや』平行lこ逝入してお り，かなりの大き さ

の岩休もその周縁部は非常K細まり，変成岩の片理，一般走向の方向，すなわち南北

方向に延びている。

本岩は大体塊状を呈し，陥緑色を呈し，部分的には堅硬なものもあるが，一般に風

化して脆弱な粘土に変化し易い。また， 処々に片状を呈するも のがあ り， ζれには滑

石化しているものが多く，そのような部分には灰白色の滑石様の鉱物の細.iiIF<が網脈状

!L発達している乙とがある。

乙の地域の蛇紋岩はきわめて細粒の梁片状をなす温板石 (Antigoritic)か らなり，
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特有の“Mesh-structure"を示すものは少えよい。そのほか， 自形のクローム鉄鉱が点

在する。クロ ーム鉄鉱が集まって鉱床を形成するほどのものはなく，また，温石綿は

少ないが，角閃石質石綿を試掘した跡がある。その規模はきわめて小さく， 稼行価値

はない。

この地域では，蛇紋岩を貫ぬく優白岩 ・優黒岩質の脈岩などはほとんど認められな

いが，数多くの捕獲岩様の岩石が至る所でみいだされる。その1つは外観は斑栃岩な

いし輝縁岩様の (径 l~O. 5m)岩石であるが，これを鏡下でみると， その組成鉱物

はほとんど非品質化しており，その組成鉱物は明らかでない。また，乙の種の捕盟主岩

の周縁部は帯責灰白色の帯状の輪郭をつくっている場合もある。その有様はロチ、ン岩

といわれている岩石に類似しているが，薄片では特有の組成鉱物はみいだされず，乙

れまた非品質物化して前記の岩石とほとんど同じ性質を示している。

他の 1つは，班渓幌内川本流で粘土化した蛇紋岩のなかにみいだされた稽緑灰白色

の岩石である。 ζれには斜長石と輝石の残品が認められ，原岩は斑栃岩であった乙と

を思わせるものである。再結晶鉱物としては曹長石質斜長石 ・醐飯石 ・絹雲国などが

形成されて，前述の緑色片岩類の一種と思われる様子のものである。しかし，乙の産

状は明らかでなく，捕獲岩が貫入したものか詳らかでない。

II. 2. 4 優 白質岩

乙~ !乙俊白質岩としたものは，通常蛇紋岩地帯において脈岩として取扱われている

ものとはや』越を異にし，原岩は不詳であるが，外観が優臼質で，主主状からは岩脈の

ようrc.見倣されるものである。

本岩は班渓l院内川本流とメノコ沢の合流点よりや〉下流部にみいだされ，一見，変

成岩類を貫ぬいた形を示す。その幅は約 10mで， 帯緑灰白色を呈する綴密，堅硬な

岩石である。

鏡下では原岩の残品は認められないが，全体が汚れているところに，原岩の構造の

うか Yわれると ζ ろがあり，その様子は前記の斑栃岩を原岩とするもので粘土化した

蛇紋岩中rc.存在するものと同じ構造を示している。奈↓長石 (曹長石賀)の集合からな

るプール (径 O.5mm程度)あるいは脈状の部分がや〉斑品状に，基地をなす珪長質

の基地のなかに点々と存在し，基地の部分に絹雲母が処々に形成されている。
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11. 3 自筆系

自彊系は本地域中には限られた分布を示すにすぎない。すなわち本層は北へ向かつ

て洗んでいる空知背斜の冠部にあたる下平岸の南方に露出しているが，乙の図樋地域
，，5' 

内I<::iiiiわれているのは自重系の上部の士山層だけで，田中啓策崎 および須貝寅二13)の

調結王室果によれば函淵層群および上部菊石厨(田中啓策の上部蝦夷層群の上部)の一

部に|浪られ，それ以下の地層は露出しない。

自彊系は上位の石狩統によって不整合K叡われているが，広士山域Iζわたる調査によ

って初めて不整合が認められるのであって，1露Mの観察では上下の地層が平行に重

なっているようにみえる。

函淵層は主として細粒砂岩からなり， li議岩 ・泥岩 ・炭質頁岩 ・石炭の薄腐を混え

る。砂岩の色は緑色を帯びていて上位の登川層と岩質が近似している。 fこY本層lζは

流紋岩質の凝灰岩を挟む乙とが多く，その点で登川層と区別で きる。

上部蝦夷屈君干の士山層は主として泥岩からなり砂岩の薄屑を混える。 ζの泥岩は泥灰

岩質の団球を含み，団球IL伴なって軟体動物の化石が産出する。アンモナイト，
z.r 

Inoceramusがおもなものである。化石については田中啓策の報告均を参照されたい。

11. 4 古第三系

本図幅士山域K分布する古第三系は石狩層群と幌内層とである。

石狩屑若手は主として淡水性の地層で.瀕海性の地層を談有する。幌内層はまった く

海性の堆積物で，本地域内では石狩層群IL対して見掛上不整合lζ重なっている。幌内

層と石狩層群との層位関係については田代修一24)が十五線沢における詳細な調査に

よって，両者は傾斜不盤合で接していると論証した。本地域では幌内腐は平岸北方な

らびに上芦別の2カ所に小区域を占めて分布するにすぎないが，そのいずれの区域に

おいても幌内層の基底は海緑石の多い砂岩もしくは磯岩をもって石狩層群の最上部の

芦別屑に接し，野外の観察では平行不整合IL見える。しかしながら明治鉱業株式会社

上芦別砿業所の柴田勇ならひ~K橘彰ーが上芦別町附近の広範囲にわたる試錐資料を綜

合した結果によると，幌内層の基底は芦別層の種Jをな異なった屑位に接していること

がわかっている。
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11. 4. 1 石狩層群

石狩層群は今井半次郎lζよって初めてその屑序が明らかにされた。今井は石狩層群

がその下位の白翠系ならびに上位の幌内層の中聞に挟まれた主として淡水性の堆積物

からなる地屑であり，上下の自重系および幌内層がともに純粋の海成層である ζ とと

奥なる点K注目して，乙の淡水性堆積層を石狩統と名づけた。しかし今井は石狩層群

中にも瀕海性を示す地層が介在することを指摘している。すなわち若鍋屑から下部幌

介層までの厨準，ならびに上部腕介属中に介在する瀕海性化石の存在を重視して地層

区分を行い，石狩層辞を 5つの地層単元t乙大別できると述べている。またその岩棺を

考慮して石狩層群の層序をさらに細分し， 11の地層に分けたが，乙の地層区分は ζん

にちにいたるまで矛盾なく，その地層名には 1，2の変更が加えられたが，現在でも

引続 き使用 さ れている 。 今井は若鍋屑から下部閉介層までの地居中~c:.介在する瀕海性

屑を一括して取扱ったが，その後の知識の発達によって， これらの士山屑がいくつかの

瀕海性屈として潟11分きれうる ζ とがわかってきた。この図幅においても筆者は石狩層

部を海侵の輪廻によって区分註3)した。すなわち海進の始まったときから海退を経

て次の海進の始まる直前までを 1週期として層序区分の単位とした。もちろん地域に

よって輪廻の細かい数は異なってくるが，空知炭田lとおける石狩j層群は大きくみて 4

つの輪廻を繰り返しており，それぞれの輪廻を階に対応させて，下位から下|箱・中階・

上階・ 最上階と名づけた(第1表参照)。それぞれの階の地層の境界は場所によって

は地方的な不整合(iocalunconformity)である ζ とも明らかになった。いまその 1，

2の例を挙げよう。

雄別炭鉱茂尻砿の中村一郎8)は，桂沢附近で茂尻層(中階最下部)と夕張j霞 (下階

最上部)との闘に不整合が存在し，乙のため 2，3の炭層を広域K亘って追跡すると

侵蝕による欠屑を示すと述べている。また三井鉱山の堤正俊1)によると三井芦別砿

の炭山川 ・八月沢 (上芦別図樋地内)聞の地層の対比を行ったとき，茂尻層下底の炭

層はよく連続するにもか hわらず，その下位の夕張層上部の炭層群は南へ向かって炭

層も滞くなり，層間距離も次第に接近すると述べている。堤正俊は茂尻屈と夕張層間

K不盤合はないといっているが，堆積篠件の急変があったものと筆者は考えている。

美I県層 (中|皆最上部)と赤平屑(上階最下部)との関係についてはいまのと ζろ不

註3)上芦別図幅参)I，(j
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明の点が多い。美唄屑は1ft積小輪廻を繰り返した地層であるが，赤平屑はほ￥海侵作

用が漸進したと きのよ在積層である。その境界には虎ノ皮層と呼ばれる炭層が発達する

が，乙の炭屈の発達状況は地域的l己変化が多く，虎ノ皮層が介在する部分の地層の厚

さもまた非常に変化する。

上l緒lζ属する地層は赤平屑 ・高根層 ・頼城層である。これらの地層は上芦別図幅の

芦別川流域を模式地として，その岩相上の特徴によって区分したものである。頼城層

は淡水性の高根屑(爽炭層)と半峨半淡性の平岸屈とに挟まれている士山庭iであるが，

その岩柱l上の特徴が上下の地居間の漸移属ともいうべき性質を示している。すなわち

頼城屈は!腕介化石を伴なう地層と炭層を伴なう地周とが互屑しながら，次第に上 ・下

の地屈に漸移していく中間的な特徴をもっており ，頼城附近で最も著しい発達を示し

ている。しかしこの中間的な岩相上の特徴は上芦別図幅地内において珍しく恩われた

のにすぎない。

本地域lζ分布している上階および最上階の地層は，多かれ少なかれ上記のような漸

移的な性格を示しているものといえる。従来多くの人~réよって本図幅地域内の調査

が行われたが，これらの人々は芦別川や砂川附近の層序を基準にして，赤平屑以上の

地層の細分と地質構造を解決しようと試みたものであろう .しかし本地域内に分布す

る 赤 毛上 の地 層比 例|および芦5JUJIIでみとめられ る 層靴比較川ると地層

の境界が不明瞭である。すなわち問介化石の含有と炭屈の介在を特徴として地層区分

の可能な砂川 ・芦別川地区lζ対して，本地域では炭層ならびに瀕海性の化石をもっ地

!霞は常l乙互腐として薄屈が重なり合い，いずれの地点をもって地層の境界とすべきか

に迷うのが常である。 ζの傾向は小百屑沢において特K著しく，一般的にみると北方

へ向かうほど上階 ・最上階の区分は難しくなる。

しかし本地域内にあっても上階および最上階を区分すると乙ろの2つの海侵の特徴

は認められる。乙の地域内においても従来上部規介層ならびに下部閉介屑と呼ばれた

地属中には，しばしば海棲動物化石を含有しており，海楼動物化石のj益出地は近年ま

すます多く認められてきた。したがって本図幅地域では上階 ・最上階の境を海棲動物

化石を含んだ地層Kよって区分するとともに，各階中の地層の細分は便宜上炭層が挟

有される頻度によった.ζ のように海成層を基底として上階 ・最上階をそれぞれ区分

した場合，その見掛上の地層の層厚は，上階にあっては東方lζ厚く 西方に尖滅する。



16 

また最上階についてみるとその庖厚は西方lこ厚く，東方へ向かって縫い乙とが明らか

にされた。また， 七階の基底の海成層は図幅地域の東部Iとおいては産出化石の種類も

著しく多いが，西方へ向かって次第に海成層の特徴を失っている。 ζれとは逆に最上

1皆の基底の含海棲化石層は，砂川附近l乙著しく ，東方へ向かつて次第にその特徴を失

う。乙の ζ とは，い〉かえれば，上階および最上階のH寺代における海水侵入の経路が

異なっていたためと思われる。石狩層群の層厚は夕張地区では最大 500mlこ達するに

すぎないが，空知地区では全層厚 3，500mtζも及点、厚!商である。石狩層訴を織成する

地層の個々について，その発達状況を比絞してみても，空知地区の士山腐の屑厚は夕張

地区Iとおける同居位の地屈に較べて一般に厚く，殊ーに空知地区では美唄屑・赤平!霞 ・

平岸j百ならびに芦別居の4つの地層が厚く，これらの地層は夕張地区で発達していな

いものでゐる。

上芦別 ・歌志内の2図幅地域における下階 ・中|絡の地層の等厚線図を第1図-6図

l乙示した。J二階・最上階の士山屈については資料が充分でないので， 乙ζにはかかげな

L 、。

II. 4. 1. 1 下階

乙の|緒lζ属する地眉は下位から登川層 ・幌力日別層(利1威泥岩層とも呼ばれる)・夕張

屑l乙区分される。淡水棲の介化石や植物化石を含有し，登川屑と夕張層とには良好な

炭屈が発達する。乙の地域では乙れらの地層は茂尻背斜と歌志内背斜のそれぞれの冠

部に分布し，また小範囲ではあるが盤ノ沢流域にも分布する。

乙の階tζ属する地層は，美唄附近においては人為的境界線をもって区分せまるを得

ない点については，上芦別図幅説明書において述べたが，乙の図l隔の範囲内では岩相

によって 3分することができる。すなわち幌力rl別居が主として陪灰色の塊状泥岩から

なり，炭屑をまったく挟有しないため，それぞれ爽炭層でゐる夕張屈ならびに重量川層

との区別が容易である。

第1図-3図によると，幌加別麿の層厚の変化は登川屑・夕張層などの層厚変化tc:.比

較して小会いもののよ うである。また登川層の層厚が西tζ厚く東tc:.薄くなるのに反し

て，夕張層の層厚が東t乙厚く西に薄くなる ことが注目される。またj災属の発 企伏況に

ついて両者を比較すると，登川居中tζ挟有される炭層が西部では厚層として発達する

のに，東部では稼行できる程度の炭層が少ないのと比較して，夕張層中の炭層は西部
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の砂川砿以南では稼行できる厚層のものをほとんど欠 札歌志内IIIJ以東の茂尻砿 ・芦

別砿などで稼行炭層数枚が発達する ζ とを挙げることができる。 いずれにしても，こ

の1績における iï積f~巨件が登川!霞のi1[積 fj寺湖と夕張層の堆積i時期とでは極端に変化した

ことを認めるととができる。炭層の堆積を支配する係件，例えば石炭の材料物質が運

ばれる経路や，造陸運動による地盤の勤き方などが，幌加別居堆積の時期を境にして

その前後で全く正反対の方向(c:.変ったものであろ う。

登川暦登川腐は北Ktt もうとする茂尻背斜の冠部に露出して， ほ Y とI~精円形の帯

形状をなして分布する。 ζ のほか小区域ではあるが祈1威の東方 lkmの位置にも分

布し， ζれは利l威背斜の背斜紬{ζ近く断層に挟まれて背斜の東潔~c:.tこ考け露出したもの

である。また芦別市盤ノ沢流域では登川層の伏在することが誌錐によって確かめられ

た。いずれの地域においても登川屑は白要系の上に不整合l乙重なっているが，登川層・

臼要系聞の時代閲隙については，広地域l乙亘る土由貿図を作るこ とによって初めて不整

合の存在が認められ 1地点の観測だけでは不整合であるかどうか判 りにくい乙とは，

問中啓策2りによって上芦別図I陪説明吉中で指摘された。上芦別士山城に位置する炭11iJ11

や木地域内の桂沢(茂尻炭砿所在地)の野外観察では，白翠系最上部の画淵!商と古第

三系の登川層の下部とが，岩質上はほとんど区別できないほど近似した様相を呈し，

両者の境界を判然と把むことはできなかった。強いて両者の差異を挙げれば極li!t!)l層に

比較して登川屑の岩質が幾分軟質であるといえよう。また函[淵屑の上部には石英組商

岩質の凝灰岩が介在し， 乙の岩石は上芦別図幅の|咲辺別(芦別川流域) ・八月沢・炭

山川においても存在することが明らかにされているが，本図崎地域の桂沢でも回i淵砂

岩層中lζこの趨の凝灰岩が認められた。登川屑の基底について須良質二29)は主として

新歌志内砿附近の観察から次のように提唱している。すなわち新歌志内砿の最下部の

炭腐の直下にある耐火粘土質頁岩 (層厚4m，耐火皮 SK28内外)を同層の基底とし

て選ぶべきであるとし，湾]燦林次30)もこの粘土)霞を準平原化した時代の風化土壌であ

ると述べて乙の提案に賛成している。

登川層は主として砂岩 ・砂質泥岩 ・泥岩の互j脅からなり，炭層を挟有する。砂岩は

灰白色を呈するものが多く，鞠青色を呈するものもある。中粒ないし細粒で塊状を呈

するものが多いが，ときによると縞状の層理をもつものも介在する。泥岩は階灰色な

いし灰白色で層理に乏しく， しばしば灰鉄質の堅い地層をレンズ状に挟有する。また
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砂岩 ・泥岩ともに珪質の堅硬な地層を挟むことがある。 神威背斜の冠部に露出する主主

川層はきわめて小範囲にすぎず，その大部分が上芦別図l隔の範囲内lζ分，市する。しか

し神威背斜の冠部(C:露出している登川屈は神威砿の主要稼行炭屈を挟有し，その地質

状況も詳細にわかっているので，神威I払士山域の登川層の厨序 ・炭層について述べる。

乙の区域の登川屈は上位の幌加別居とは漸移的[乙岩相がうつり変わって行く ため，

その上限は炭腐をもってその境としたが，その境界は便宜的なものである。すなわち

本図幅地域では登川爽炭層のほ Y最上部の炭層と思われる，北炭祈i威砿の一番上屈を

もって登川屑の上限とした。神威I広では登川層のj商厚は 420m(乙達する。その下部は

比較的泥質岩にとみ，中部および上部は砂岩 ・泥岩の相半ばする互尼iである。 介在す

る炭胞の数は20枚1C:達するが，稼行できるものは10枚前後である。登川屑の上限なら

びに下限に近い届位を除いて，全胞に互って稼行炭胞が散在する。数多い炭層のな

かでその層位が登川j留の下部1C:近い有11威砿のVlIl下層は育灰色粘土質の爽みを伴なう。

ζの特徴ある~みを伴なう炭屑は空知炭回全般に亘って追跡でき . 三井砂川砿の二番

層，茂尻砿の六番屑がとれに相当する。

茂尻背斜の冠部lζ露出する登川屈は全屑厚200mで，最下部の 50mの聞は砂岩lζ

富んで炭屈を欠くが，その上位は砂質泥岩ないし泥岩を主とした砂岩泥岩の互属で，

10枚内外の炭屑を侠有する。このうち稼行できるものは 4枚前後である。

幌力口別居 本地域中tζ露出する幌加別府は， :1じ方へ洗みかけた茂尻背斜の認として

下平岸の南方に馬蹄形に分布するも のと， 歌志内町神威I対近(C:.神威背ま4の冠部を占

めて分布するものとがある。

a¥Ji隔地域内の幌加別屈は暗灰色ないし紗j色の無層理な泥岩を主体として， ζれに細

粒1沙岩の薄屈が僅かに挟まれている。 この泥岩中には Uniosp.などの淡水棲の化石

を包蔵し，植物化石破片は含まれるが炭層は伴なわない。厚さは 100m前後で，庭iJ享

の変化は上下の爽炭層(C:比して少ない。

夕張麿 夕張層はさき に述べた茂尻背斜および科l威背斜の両翼K露出するのみでな

く， 鐙里背斜註4)の冠部ならびに芦別市桜ノ沢上流にも露出する。

タd長屈は細粒ないし中粒砂岩を主とし，泥質砂岩や泥岩を挟u'士山厨で炭l留または炭

註 4) 地質構造を大きな単位でみると強里背斜は和l'威背斜の延長ともみられるが，Cの2つの背斜の中間

を走るf歌志内断Ili'Iで境され.歌志内断胞の両側でそれぞれが背斜をなして2つの独立した背斜とし

て区別した。
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質頁岩をj央有する。砂岩は灰白色ないし灰青色で層理の乏しいものが多い。泥岩はi皆

灰色で常に砂岩と互層し，泥岩の厚さは最も厚いも のでも 2mを越すことはない。泥

岩もまた屑理に乏しいが，炭層lζ近接した屑位ではしばしば細粒ないし微細粒の砂岩

とともに細かい縞状を呈する互層となり，この縞状層理をもった互層は美l県j留のいわ

ゆる縞砂岩とするものに近似した岩相を呈する。

タ1長l菌の上部には泥岩のや〉優越した砂岩 ・泥岩の互屑がゐり， こ').(ζ炭!霞を挟有

する。

炭層は 7枚あるが，爽みが多いため実際に稼行されているものは 1枚ないし2枚程

度である。夕張層の中部以下は砂岩に富んでいて，本属の最下部lζ 1枚の稼行炭層を

除いては炭層は介在しない。赤間砿ならびに末広砿ではこの最下部の炭j置を大層と呼

んでいる。盤ノ沢上流附近Kは夕張層の最上部が露出しており， ζ 』でも 5枚ほどの

稼行炭屈を挟んでいる 。

夕張屈の上部の炭層は盛里砿の南方lζ位置するハクシツプ沢入口において見られ

る。炭屈は 7枚あって，そのうちで上から 4番目の炭層には自主事とl序ばれる白色粘土

質の爽みが介在し，特徴のゐる炭層としてよく追跡できる。 ζの白磐を挟む炭層は空

知炭回全般にわたって分布するが，白書撃の鉱物学的組成については未だに充分研究さ

れていない。

II. 4. 1. 2 中 階

ζの階lζ属する地層は下位から茂尻層 ・若鍋屑 ・美I県屑に区分される。 ζの階は石

狩層群の耳Ji'fi'J期間を通じてもっとも大きな海侵の行われた時期である 。若鍋尼iは空知

炭田のみでな く，夕張炭田をも含めたいわゆる石狩炭回全般に亘って広範聞に分布し

ている。夕張炭田lζ分布する若鍋層は今井半次郎28)(1:よって2つの士山!習に細分され，

その下部は若鍋頁岩層，上部は若鍋含化石砂岩層と呼ばれた。 ζの岩相による地層区

分は空知l炭田の若鍋属にはそのま〉では当てはまらない。木地域内l己分布する若鍋層

の下部は基底lζ Geloinasp. を包蔵する半!被半淡性の堆積層がありその上位(C:炭j習を

挟有する厚い地層が重なり，さらにその上位には純粋な海成厨て、あ'る黒色泥岩胞がの

っている。本忍|幅では ζの下部の炭層以下の地層を茂尻層とl序ぴ，上部の海成屈を若鍋

泥岩層と|序ぶ。しかし乙の庭i序区分も空知炭田の南部の地域K属する砂川以南と，上

芦別図 111岡地内の八月沢以前lでは当てはまらなくて，茂尻厨と若鍋腐とを岩1目上から区
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分する乙とはできない。茂尻Jiliiの基底部』ζ包放される介化石は Geloinahokkaidoensis 

NAGAO & 01'ATUME Corbicula tokudai (YoKOYA~rA) などの半餓半淡性を示すもので，

中|績における海侵が急激に行われたものでなく，いったん海水が侵入して後，ふたた

び炭l置を堆積させた淡水性のii1積l傑件となり ，その後ふたたび海侵が進行したと考え

fこL、。

班渓幌内川流域では，乙の中階t乙属する地屈が厚く，乙とに若鍋層の層厚が大きく ，

黄金砿附近ではほ，:300 mK達する。三井賞金砿の資料によれば，第7図のように若

鍋層の下位に介在する炭層には十番層および九番第ご.上層の2つの腐位のものがあり

図幅地域中央部の層序と対比した場合K，十番層以下を茂尻層に含めるべきか，それ

とも九番第二上層以下を茂尻屑にして，十務層は若鍋!霞中の岩層として取扱うべきか

判断しかねるが，乙の図帽では前者の区分をとることにする 。この中階の時代におけ

る海侵が数回繰り返し行われていることは異論のないと ζ ろであって，将来ζの階の

地層がiit積小輪廻によって細分された場合，前記の黄金砿附近の士山居区分の不明確さ

はなくなるものと思う。

従来美唄屈と呼ばれている士山属は，いわゆる虎ノ皮屑と呼ばれる岩層をも含めて，

虎ノ皮屑をもってその上限としている。本図隔地域内の美I貝層についてその産出化石

を検討してみると，歌志内砿および赤平砿の十審屑(第7図参照)の直上l乙は Ostrea

sp.または腕介のような献度のや〉高い傾向=を示す化石を包蹴し，十番層直上の地庖の

i弘程i環境が半献と|五淡，時には海成の係件を示すものであろうことが，小笠原謙三めによ

って早くから指摘されている。このようなことは砂川以南および芦別以南では余り著

しくないようであるが，本地域内でこのような乙とが認められることは意義のあるこ

とで，将来堆積輪廻lとよって士山厨の細分を行う場合lζ，虎ノl支j函は美唄屈の本層群の

炭層とは区別され，その地史的意義をもつものと思われる。

茂尻暦本属が広く分布して若鍋届から独立した地層として区分できるのは，空知

炭田の北部であって，本地域の茂尻附近は茂尻屑の侠式地とされ，もっとも多くの炭

層が民有される。茂尻層は青白色細粒砂岩と灰色泥岩との互層からなり，砂岩iζは塊

状のものと板状届理を示すものとがあり，塊状l沙岩には Gばしば砂4訟を伴なう 。泥岩

中にはまた泥灰岩の団球を含むものがある乙とが夕張屈とは異なった特徴である。茂

尻屈の岩相は下位の夕張腐と上位の若鍋厨との岩相上の特徴を具えた，それぞれの地
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層の互層でゐるといえよう。茂尻砿附近においては茂尻屈の上部K数枚の稼行炭層が

介在し，茂尻から速さーかるほど稼行炭層の数が少なくなっている。上から 1枚目ない

し2枚目の炭屈には白色粘土質の爽みがあり，乙の炭屈は空知l炭回全般に亘って追跡

される。この炭厨の稼行炭砿lζおける|呼称は第7図1c:.示した。

本屈の泥岩中には保存のよい海楼動物化石が包蔵きれている。化石のおもなものは

次の通りである。

Geloina hokkaidoensis (NAGAO & O'l'ATUME) 

Geloina bibaiensis (NAGAO & O'1'A'l' U~IE) 

Geloina takaoi (NAGAO & OTATUME) 

Corbicula tokudai (YOKOYAMA) 

Batissα muratai (NAGAO & OTATU~IE) 

Corbicula s仰 agawae町 is (NAGAO & OTATmIE) 

若鍋層 灰色ないしH音灰色の泥岩を主とし，稀には細粒ないし中粒の砂岩層を局部

的iこ挟む。泥岩はおおむね塊状無層理で斧状の断口を示し，海~化石を包放する。ま

た泥灰岩f'1の団E去を包有した地層を伴なう。泥灰岩質団球を伴なう地層は歌志内町の

北方の閲北坑 (北海道炭砿汽船株式会社空知研;業所l乙属する)附近で、は若鍋j習の中部

l乙多く，同砿では泥灰岩に富んだ士山j層を若鍋屈の中部として，若鍋屈を上・ 中 ・下の

3屈に細分している。茂尻背斜の背斜輸に近い赤平l広四坑通洞内l乙見られる若鍋屑は

ほかの地域のものに比較して，構成岩石の粒度が組く，お hむね細粒ないし微細粒の

砂岩からなる。乙の砂岩中には1沙管を含有し，また屑理もや h発達する。

美唄層 美唄屈は奔別断層註5)以北の地域1c:.限られて分布し， その厨l享は本図幅

地域内では 200m以上lζ達する.その周厚の変化状況は第6図K示した。美唄腐は模

式地の美唄附近では!霞厚 150m1ζすぎず，稼行できる炭層も少ないが，北へ向かって

次第にその庖厚および炭丈を増す。歌志内町附近では層厚約200m，末広砿および豊

里砿附近では 250mK達する。赤平I広註6)および茂尻1広ではや ¥)怖く 180m前後で

あるが，黄金坑では 350mにも達している。本図幅地域の美唄屑はいずれも 4枚ない

し5枚の稼行炭周を挟有し，経済的にもっとも重要視される爽炭層である。黄金砿附

註 5)岩見沢図師地内f1:位置する。

註6)斎藤林次は赤平附近の美l唄厨が比較的周厚の縛いのは茂尻背斜を形成した造構造巡動が美唄腐の堆

都JUJにおいてすでに始まっていたと説明している。
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近の美!貝層はその上部の厨位の地層を美唄屈とすることについて異論があり，未t:.'共

通した見解K遥していないので， まず豊里四五ならびに末広目立;附近の美l貝屑についてそ

のJffi序岩相を記述し，次いで黄金砿附近の美唄屈に触れよう。

美I貝屑は1沙岩と泥岩の互屑からなり，そのι1:1部ないし上部は砂岩l乙富み下部は泥岩

を主としてこれに頁岩を混え，炭層を挟有している。砂岩は淡青色ないし灰色で風化

すれば褐色ないし黄褐色を呈し，中粒1沙岩がその大部分を占め，細粒砂岩ないし組粒

砂岩を混える。砂岩は 2m以上の厚屈に達することは稀である。 1&岩中lとは泥岩の円

1僚もしくは楕円形の「擦を包蔵することがゐる。乙のi擦は黒色ないし陥灰色で風化する

と泌褐色lこ変ずるが， 分析した結果によると石灰分および鉄分の多い乙とがわかっ

た。砂岩は一般に庖理がよく発達し，乙とに泥岩と互屈する場合には板状の層理をよ

く示している。泥岩は灰色ないし11音灰色で屑理rr乏しく，風化すれば細かく砕けやす

い。砂質泥岩ないし微細粒砂岩はきわめて苅い互厨となり，務Klζ粒度の異なった泥岩

ないし細粒砂岩が形の崩れた波状の脂理を示し，その色調もまた泌淡2色{r色どられ

るため断口は美しい縞模様を呈する。乙の縞状の断口を示す岩石は縞砂岩と呼ばれ，

美|貝居，ζとに炭胞に近践した庖位の附近K著しく発達しているため，美唄屈の代表

的な岩相として着目され，調査にさいして美唄屑の同定l乙役立っている。しかし ζの

縞状の屑理は夕張屑および高根層においても見られるので，美l県屑lζ特有な岩相とは

いえない。

美唄腐の炭腐はその下部の泥岩lζ富んだ地!霞中 lr発達し 4枚ないし 5枚の稼行炭

屈がある 。 美唄屑のヰ1 ~~1は砂岩を主として泥岩を混え， ζ の泥岩中 (Cは泥灰質の褐色

を呈する直径 10cm以下の団球を包蔵する。 中部は炭層の発達もなく滋i海楼の介化

石を産する。美i貝屑の最上部はふたたび炭層を挟有する。この炭層は白色凝灰質の爽

みを伴ない， 黒自の粗い縞目をつく るζ とがあり， 乙の炭層はその外見から虎ノ皮腐

と呼ばれている。虎ノ皮層は場所によっては数枚の炭層からなるが，美唄層の最上部

を示す示準JITlとされている。末広liI1;および豊里砿附近では，虎ノ皮!菌の最上部の炭層

の上盤lζ Vivita1-USsp の化石を包蔵し，それからきらに 15mほど上位の屑位K

1枚の炭層がある.乙の上位の炭層は虎ノ皮層ではないがこ〉ではこの炭層を美唄層

の上限とした。虎ノ皮屈は末広砿附近では 4層位(r分かれて炭層が発達し，その上 ・

下限の屑間距離は 60-100m!ζ達している。赤平鉱{とおいては層厚 60mの聞に 3
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層位l乙分かれて虎ノ皮層の炭層が発達し，茂尻北万の赤間沢入口附近ではさらに屑閥

距離が縮まるとともに，炭層の厚きも増している。茂尻以南においては美唄屈の全層

厚が減少するにもか〉わらず，虎ノ皮層は比較的厚さの変化もなくよく連続する。

盤ノ沢附近の美l貝層の上限について見解の相違がある ζ とは前に述べたが，乙の地

域の美唄層および赤平屑の層序について述べたのち本図1[:置の地層区分に触れよう。盤

ノ沢および班渓幌内川流域に広く分布する含i腕介化石屈について， 今井半次直1)28)は

乙れを上部腕介層としたが，近年はむしろ下部規介層(赤平層)であるとする意見が

強くなった。しかし ζの意見の対立が生じたのは，芦別向斜の両裂においてj菌厚な ら

びに岩相の差異が著しく，しかも東西両翼は断層によって切り離されているため，地

層の対比に種々の意見がゐらわれでも実|僚に確認する手段が得がたいことに原因して

いる。第7図に示したように，乙の地域の三井芦別砿業所黄金坑の地層柱状図を茂尻

砿および赤間砿のそれと比較するとき，前者の美唄層がきわめて厚いことが注目され

る。黄金坑の十七番腐 ・十八番屑および十九番層は凝灰質の爽みをもち虎ノ皮胞の様

相を呈している。しかるに十七番層の下位 100mの届位に腕介化石を包む屑位があ

って，下部の爽炭層とは劃然と区別されるため，乙の1規介を含む部分を下部脱介届，

十七番履から十九番厄lまでの聞を主F歯砂岩j国とみなし，したがって虎ノ皮屑以上を上

部規介周とするのが今井半次郎の意見であった。また ζの地域では高根庖の届位が上

下の士山居からI児際lζ区分し難い点もあって，今井の屑位区分を正しいとする意見が重

視されたのであろう。しかし筆者は本図幅において虎ノ皮屑に似た岩相を示す十七番

層および十九番層を含める地!習を美唄層ときめ，したがってその上位の含化石胞を赤

平層としたがその理由は次の通りである。吉田沢および班渓幌内川附近についての松

井寛 ・長浜春夫19)の調査ならびに盤ノ沢の踏査によって，乙の地域lζ広く分布する合

脱介化石l西の層序が赤平j霞の庖序と全く一致していることが明らかにされた。また美

I貝層の中部tζ規介化石が包蔵される乙とはこの地域のみにi浪られた乙とではなく ，赤

平砿 ・型里砿ならびに歌志内砿附近においても同様に認められることから，合腕貝化

石層の存在によって地屑区分をすることは必ずしも妥当とは考えられずù'しろ岩J~I

の屑序系列を比較する方が，根拠があるものと考えたからでみる。しかし盤ノ沢地域

の層序および地史を詳細K検討することによって，筆者の今回とった見地が否定され

ることもあり うるので，あくまでも漸定的な対比である ζとをお断りしておく。
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II. 4. 1. 3 上 階

乙の階iζ属する地層は下位から赤平層 ・高根層 ・頼城層lζ区分される。美|貝庭i最上

部の虎ノ皮周を基底として，一連の海浸が行われた時期の堆積物が赤平層で、あり，そ

れに引続いた海退期の堆積物が高根屈と頼城層とである。上芦別図幅説明書において

述べたように，高根層と頼城届とを区分した理由は次の通りである。

すなわち従来芦別地区の羊歯砂岩層と呼ばれる地層のなかには，かなり献度の高い

堆積環境を示す地腐を，その中間の層位tζ挟有し，J霞序学的lとみても 2つの堆積輪廻

を繰り返している ζ とが明らかである。 ζの羊歯砂岩層の中間層位tζ介在する湯l海性

屈によって羊歯砂岩層を上 ・下の 2屈に区分し，その下部を高根屑と日子び，瀕海性の

介化石を包践する士山屑を含めてそれより上位の地腐を頼城層と名づけた。高根腐と頼

城周とは三井芦別砿の頼城坑附近では明らかな区分か可能である。しかし本図幅地域

の西部および東部では岩本目の変化に伴なって，高根屑と1茨城屈とを区分するととが野

外の観察だけからは難しいので，本図幅ではその部分の両層を一括して地質図上R.示

した。

赤卒居 赤平屈はす、平市がその模式地であるが， ζ 〉の赤平履は多くの断層によっ

て切られているため，正確な層序が把みにくい。むしろ空知背斜の東裂にあたる炭山

川附近の方が地層もよく発達して厚さも厚く，地質構造も単純なため，その屑序がよ

く観察できる。三井鉱山株式会社芦別砿業所の堤正俊そのほかの人斗によって，炭山

川流域の赤平層は次の 4つの部層に区分きれた ζ とは，上芦別図幅説明書l乙報告し

た。すなわち下位から

1 )下部泥岩部層 (無化石 ・無炭層)

2)煩介 ・カキ砂岩部層

3)上部泥岩部層 (ボール帯)

4)上部爽炭部層(規介化石を含有す)

である。乙の4つの部層によって示される層序は，本図幅内の赤間沢附近や，盤ノ沢

流域の赤平厨においても全たく一致しており，後lζ述べる平岸層の層序とは明らかに

区別で きる。乙の 4古fS屑のうち上部泥岩部層は海進が最も進んだ環境lζおける堆積層

であって，赤間沢では泥灰質の団球(ボールと呼ばれる)とともに Thyasil'abisecta 

CONllAD を践し，盤ノ沢では LinthiayessoeJlsis MINATO， Y oldia sp.を産する。
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これに対し上部爽炭部厨は規介を包蔵する砂岩が炭j薗聞に介在する爽炭層であって

むしろ海退が始まってからの堆積物である。上芦別図幅では便宜上ζの上部爽炭部J習

を赤平層に含めて地質図上に示したが，本図l隔でも ζれと同様lζ上部爽炭部層までを

赤平層とした。

本地域において赤平厨が分布する範囲は次の 3地域に大別できる。

1 )盤ノ沢地域

2 )茂尻背斜と赤平向斜のbVJ官官

3)歌志内断層以西の地域

1) 盤ノ沢地域班渓1院内川および盤ノ沢の流域には広範囲に赤平j霞が分布する。

全般的にみて走向は北西一南東方向で南西へ 10'ないし 30。傾斜し，芦別向斜の北東

主II乙当る。乙の士山城の赤平腐は今井半次郎によって上部規介届と されたものである.

この赤平屑は層厚 350-400mで炭111J11と同様に4つの部層に分ける ζ とができる。

しかし本図幅ではこの 4つの部屑を区分レて地質図に示すほど調査が詳細に行われな

かったのでー活して示した。

2) 茂尻背斜と赤平向斜の~部 この地域で赤平屑が最も広く分布するのは赤平向

斜の中央部である。空知川の北岸lζ沿った道路や赤間沢・大谷沢閣でよく露出するが，

前にも述べた通り ζの区域l乙は断層がきわめて多いため正確な屑序を把みにくい。

赤平屑とその上位の高根爽炭層との境界は上芦別図幅では赤平腐の上部爽炭層(腕

介化石を含有する)を赤平J!il乙含めて，腕介化石の産出しなくなる爽炭層以上を12i根

属とした。

しかし本地域の空知川北岸では一般に腕介化石の産出を見ることも少なく，赤平腐

の上部[1泥岩部層の上位から平岸層の下限fr.至るまで薄い炭屈を万適なく挟有し，赤平

層と高根層との:境界を腕介化石の在在によって区分するととができない。したがって

空知川以北においては赤平層の上部泥岩部層の上位にある炭層を挟む士山層弘すべて

高根層に含めて一括した。

3) 歌志内断層以西の地域 乙の地域は須貝貫二12)・小笠原章三6) らの調査結果を

そのま〉用いて赤平層の分布を示した。この赤平層には Ostreasp.や海棲化石の産出

することはなく ，泥岩中?と腕介化石の産出だけが知られている。士山腐の厚さも 200m

前後で，前l乙述べた 2つの地域に比較してきわめて薄く，また乙の地域以南の砂川図1[1高
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の範囲lζ至るまで，赤平層中lζi繊度の高いi也積環境を示す化石が見られないことは特

筆すべき ζ とである。その理由としては赤平厨の上部が侵蝕をうけて，上位の高根層

K不整合1cfi1われるのであろうと推測する乙ともできるが，野外における観察では両

者は整合であって，その聞に時間間隙は認め難い。筆者は赤平屑の堆積期においては

図rliil¥地域の東部ほど海に近く ，海水の侵入をうける機会が多かったものと考えている。

高根層 高根屈のi模式地は声別町西方 4kmの高根川上流である 。三労ニ鉱山の調査

によれば模式地における高根厨の層厚は高根沢で 200m前後である。屑理の発達した

砂岩を主とし，僅かに数枚の炭胞を挟む。乙の高根屑は三田正一 ・小島光夫りによっ

て初めて公表された地厨名であるが，三国の高根爽炭層は筆者のl呼ぶ高摂層よりも広

範囲な地屑を指すものであり ，後1c述べる理由1とより (頼城厨の項参照)，三田の高

根爽炭屑を 2分して，高根腐とはその下半部lζ対する名称とした。

炭山川!とおいて露出する高恨屑は厨厚およそ 500mを示し，茂尻背斜の東認を形作

りながら南北lζ帯状に分布しているが，高根層の厚さは北方へ向かうほどその厚さを

減じている。

頼城層 高根厨の上位lζは厚き約 150mの泥岩を経て爽炭層が重畳する。この下部

の泥岩中には泥灰岩および瀕海性の化石を伴ない，上下の爽炭層を隔てている 。上部

の爽炭層は厚さ約300m!と達し，高根川流域においては厚い炭層を挟有する。高根111

流域の同屈については初めて三田正一 ・小山光夫が調査し，詳細な総造および層序が

発表された。その後高視炭砿・三井鉱山・茂尻炭砿によってそれぞれ独立に調室が行わ

れた。筆者はとれらの最近の調査結果を充分検討する機会を与えられていないので，

筆者がたまたま調査に同行した機会lζ得た見解によって纏めた概念をこ '>1己記す。さ

きに上芦別図幅lとおいて三田正ーの命名した熊ノ沢爽炭屈は!阪城爽炭屈に相当するも

のであろうと述べたが，今回の調査において三井鉱山の堤正俊 ・岡野党とともに検討

した結果三田の熊ノ沢爽炭屈が頼城周K相当するものである乙とには異論がないが，

三回の高根爽炭層と呼んだ炭層群のうちには断層によって熊ノ沢爽炭層が繰り返し露

出したものを含んでいるので，ζの点は訂正を要すると思う。

現在高根炭砿において稼行されている炭層は上位から 11fi:屑-22悉腐と名づけら

れている。乙のうち 1審屑から13番屈までの上部の炭層は頼城層上部に相当するもの

で，熊ノ沢爽炭層のほとんどは板減屈である。
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頼城層と高根層とを単独の地層として区分できるのは高根川附近までであって，空

知川の北岸にはいると両層を岩相によって区別することは難しい。ことに高根層の他

の露出地である盤ノ沢流域と大谷沢以西においては，高根層と頼城腐とを区別するこ

とが難しいので‘本図 111屈においては一括してその分布を示した。

11. 4. 1. 4 最上階

乙の階I乙属する地層は下位から平岸層・芦別層K区分される。平岸層は頼城層の堆

積I乙引続いて起った海浸期の堆積層で，海楼の動物化石が図幅地域の西方地域外のシ

ャクシナイ・砂川附近で認められるほか，全層を通じて腕介化石を多産するため上部

腕介層と呼ばれた。またその上位lζ重畳する芦別層は芦別町を中心とする地域におい

て稼行可能の炭層を挟有し，石狩炭田中最上位の爽炭腐として重要である 。芦別!霞も

その最上位に近く規介化石を含有しているが，その産出頻度は平岸層p::比して著しく

低い。また平岸層もほとんど稼行Iこたえない程度の薄い炭層を挟有している。これら

両層の地層境界をいずれにおくべきかは岩相のみからは一般に決定し難く， きわめて

漠然としたものであるといえよう 。この階F::属する地層は，地質構造l乙支配されてそ

れぞれ孤立した地域に散在して分布するため，芦別層および平岸屑の境界もそれぞれ

の孤立した地域内における岩相区分(乙とに炭層を対象として石炭挟有の有無を重視

しているが)によって地層区分を行っているにすぎない。したがって次に述べる士山唐

名別の記載は，模式地の平岸層または芦別層lと近似した岩相を有する地層の記述をし

ているにすぎず，これをもって地史的な意義をみいだそうとしているのではない。

卒岸層 平岸屑の模式士山は芦別町平岸の空知川流域である。模式地の平岸層は砂岩

のや〉多い砂岩泥岩互層からなり，互層を構成する砂岩 ・泥岩の厚さはお bむね 5m

以下の薄層からなる。 I時によると著しく発達した漣痕が見られる。層理は明瞭である

ζ とが多いが，風化するとあられ状の細片に砕け易いので層面を測定しにくい。砂岩

は灰色がかった細粒のものが多く，砂岩中にしばしば腕介化石が散在する。泥岩には

暗灰色のものが多く，時には黒色を示すものがある。層厚は小百戸沢で 200m前後で

ある。

図幅士山域における平岸層の他の露出地は下声別北方の空知川北岸，下平岸北方の赤

間沢中流，ならびに司1志内断層以西のナエ沢流域で‘ある.次に各露出地について述ぺ

る。
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下芦別北方の空知川北岸lζ分布する平岸屈については，従来これを平岸屑とする見

方と赤平定lで‘あるとする見方との2つがあった。今回の調査においても ζ の2つの見

万に対する決定的な証拠を挙げる ζ とはできなかったが，盤ノ沢流域の赤平腐の上位

~L，炭層lζ富んだ地屈を経てその上lζ重畳する腕介化石を多く含有した砂岩泥岩互層

を平岸層として地質図上氏示した。乙の新しい解釈によると，吉田沢断層の南の延長

上における落差が従来三井鉱山によって考えられているほど大きくなくなるわけでゐ

る。

次I乙赤関沢上流の平岸屑は主として岩質の相違によって上位の芦別居から区別した

ものでゐり，詳細な資料によったものではない。しかし ζの地域の芦別層の最下位に

位寵する岩層は，後藤ノ沢 ・赤間ノ沢においてよく調べられているので，平岸層上限

については確実K同ーの層準を示すものとみてよい。筆者は ζの地域の平岸屈におい

ては腕介化石を見つけていない。

歌志内断層以西の平岸屈については須貝貫二12)および住友歌志内砿6)の調査が行わ

れている。この地域の平岸層は屑厚およそ 400mで，主として診泥岩からなり，ほ

ぼ中古ifiK20m 前後の細粒砂岩を 2枚挟んでいる。腕介化石は中部および上部の砂岩

中に産し，最下位lζ近くカキの化石を産する 。木屑の中部に発達している砂岩は砂川

附近においては殊K顕著な厚腐となり ，岩相だけの区別によって平岸屈を 3苦s層に分

ける乙とができる。

さきに述べたように歌志内断層以西の平岸層中にはしばしば石炭の滞層を挟み.砂

川附近K近づくほどその傾向は著しい。

芦別居 この図幅地域内の芦別居は，ζれを分布上から大きく 4つの地域lζ分けて

みることができる。すなわち 1 )芦別町を中心地として拡がる平野の周縁部， 2) 

小林沢 ・大谷沢および右股沢地域， 3 )赤間ノ沢および後藤ノ沢地域， 4)歌志内

断層以西の地域がそれである。

乙のうち 1)， 2)は非常に断層の多い地域で，地層は連続しては観察されない

が，その上限から下限まで全層が分布するとみられる地域である 。 3)， 4)の地

域はその上部が滝川層によって額われるため，芦別層の中部ないし下部しか露出して

いない。

芦別層の岩相上の特徴について述べると，本屈は主として砂岩泥告の互層からなり
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炭層を挟u'。砂岩は灰白色または淡緑色を呈し，石狩屑野中のほかの屑位[乙属する砂

… 岩ふらもや〉明るい色調である。砂岩は中粒ないし粗粒で厚屑をなし，塊状を呈し堅

硬である。泥岩は暗灰色または黒色を呈し葉状の層理を示すが，風品主主板状には割

れない。また灰鉄質の細粒からなり風化すると特徴ある淡褐色を呈する岩石を帯状l乙

挟むことが多い。乙の灰鉄質の岩石は高根層以上の地層にはしばしば介在する。また

きわめて稀ではあるが砂岩中に直径2cm以下のチャートの礁を含むことがある。

芦別居とその下位の平岸腐との境は人為的な定義!C:基づいて決められるものである

ため，調査者によってその位置のとり方はまちまちでゐる。ゐる人は汽水接化石を含

有する地j百はすべて平岸腐に含め，また他の人は炭層の介在する地層をすべて芦別層

とみなしている。ζの図幅内においては前者の立場をもって地層区分を行った.

芦別居iの厚吉は 370m 前後であるが， 芦別町附近では逆断層による士山!菌の繰り返

しがあるため，見掛けの厚さは(断層の存在を無視すると)ずっと厚い。

炭層は本層の下限から上限に至るまで万通なく 介在するが，稼行できる炭層の介在

する層位は地域によって異なる。

1 ) 芦別町を中心として拡がる平野の周縁部 乙の地域の炭層は I:I~部および上部

K発達する。上芦別図幅に属する地域では一般に上部に優良な炭層を多数挟有し，中

部Kは炭質頁岩が多く ，1， 2枚の炭屈が見られるが，北部へ向かって次第に中部の

炭胞が厚くなり，上部の炭!習は次第に簿くなる。

上芦別砿 ・三菱下芦別坑 ・北日本炭砿の稼行している炭層は上部のものであり，高

板砿二坑の炭層は中部のものに相当する。

2 ) 小林沢および大谷沢右股沢地域 乙の地域の炭層は小島光夫の調査20)によっ

て，下部の炭層がや』稼行できる程度であることが明らかになった。本調査当時平岸

坑が稼行していた炭層はζの下部の炭層に相当し，三井鉱山福住砿でも同じ炭層を稼

行した ζ とがある。

小林沢の沢を中心として地層は北北東方向の聡uをもった向斜構造をなしており，向

斜制l断層の東側の地層は芦別居と一応みなしたがまだ疑問の点が多い。

3 ) 赤間ノ沢および後藤ノ沢地域 乙の地域の芦別層は最下部のみ露出している。

露出している厚きは約230mで， 3枚の炭層を確認している。豊里砿で ζの炭厨は一

部稼行された。
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4) 歌志内断層以西の地域 この地域は滝川屈が不強合に覆うため，芦別腐の露出

はその下部だけに限られている。本図幅範囲では祥l威断層以西Ir.t.ごけ小範凶 I<::~ I:I:\す

る。炭層はきわめて薄いものが稀に介在するだけで稼行できる程度のものはない。

11. 4. 2 幌内層

幌内屈については地質概説ならびに古第三系の項においてすでに述べてある。 ζの

図崎地域内lとおいてl院内屈はCく|浪られた小範囲に露出するだけであるが，その分布

する位置が石狩炭田の最北限および北東端1<::分布するので，士山陵1を考察するうえには

重要な意味をもっている。

本屈の露出の 1つは大谷沢右股沢の東側1<::，平岸断層の西側K接して分布するもの

である。乙の区域の幌内層は三井鉱山株式会社ならぴ K小島光夫20)の調査が行われ

ている。海緑石を含む基底砂岩をもって芦別j酌乙不整合1<::重なり，多くの海楼化石を

産する。

第2の区域は芦別川の流路1<::沿って，図幅地域の南縁lときわめて小筒固に分布する

ものである。 ζ 』の幌内屈は上芦別向斜の軸部!とおいて，芦別層の上K重畳した幌内

j霞がその基底tζ近い地層のみを露出しているものとみられる。

第3の地域は辺渓川の上流に位置し，本地域の南東隅を占めるものである。乙の区

域の幌内腐は沢田秀穂叫が広瀬沢泥岩層と呼んだよ山胞であり，沢田は同屈を幌内屈に

同定しているが，その地質時代ならびに堆積環境については模式的な幌内層とは異な

るものと考えている。しかし筆者は乙れを一応幌内周に含めて図示した。

11. 5 新 第三系

本地域内に分布する新第三系は川端層群，滝川屑およびイルムケップ火山岩の一部

である。

上芦別図 11'商においては，広誌の川端J~i l'jrは幌内層の土に不整合l乙重なり，いわゆる

紅葉山中間周に相当する地雇iを経て，海成層である狭義の川端屈がその上に重なって

いるが，本図幅地域の川端層は主として断層に挟まれた帯状の地帯を占めて分布し，

しかも海成層である狭義の川端層のみが分布するため，紅葉山中間屑に相当する士山屑

が果して この地域にも分布していたかどうか不明瞭である。 川端居と滝川胞との関係

は傾斜不整合で，その好露出は北|燐深川図幅地内の和11居村高津附近で見られる。石狩
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川西方花見られる稚内層などの中間の地層は全く欠けており，新第三紀における 2つ

の大きな海浸，すなわち川端階ならびに滝川階の海浸時代を除いてはこの地域が陸化

していたカ夫それとも中間の士山屈の堆積は行われたが， 瀦1111緒直前の陸化Kよって削

除されたかそのいずれかである。

11. 5. 1 川 端!菌群

内大部断層以東に分布する川端層群は主として砂岩 ・泥岩の細かい互!置からなる。
ぜ勺 t

いずれも層理はきわめてよく発達し層面に板状に割れる。互胞を織成する 1枚の士山層
八

の厚さは 10cm 程度で， ~需には 30cm K達する。砂岩K富んたe互li冒と泥岩に富んだ

互IAiとあるが，全般的にみれば特徴となる鍵層もみいだされず，ζれが断層で繰返さ

れている所では地層の厚さをも確かめることは難かしい。

砂岩は中粒ないし細粒，明るい灰色ないし淡青色で，梨状の屑理を呈することもあ

り ，と きには珪質の墜硬な砂岩屈をl~tr。泥岩は灰色ないし 11音灰色であり，稀には小

豆粒大の1僚を含有する。化石は発見されていない。

図幅地域て‘は利1威古湾変成岩類上l乙不整合にのっているらしく，地府の一般平均傾

斜は 10~300 であるが，断層ぎわの地屈は直立に近く傾斜している 。 逆瀬川 ・ 小島の

調査叫によると， 川端層の分布の東西を限る断層は北方へ向かって次第Ir.聞くため，

更進市街附近では川端腐がきわめて広く分布し，しかも同斜儲造を呈すると報告され

ている。

区!幅士山域の南東隅にもきわめて小範囲ではあるがIllmm屈が分布する。上芦別図帽の

野花陶断庭iの東側を占め，空知炭田の東端H乙位置し，沢田秀穂 ・小山光夫16)のぺンケ

川泥岩l商註8)に相当する士山IE'iである。

本l習は蛇紋岩の岩片を含むH音灰色ないし黒色の泥岩からなり ，1際岩をレンス状l乙挟

んでいる。沢固によれば本胞は次の化石を含有する。

Comptoniphyllum N aumanl1i NATHOR日T

Fagus AntipojヨHEER

本層は川端居の最下部Ir.相当するいわゆる打差ノ上層lζゐたるものとして川端層とし

て図示した。

it18)上芦別図柄ii説明世68頁で広瀬沢胞と記したのはペンケ川泥岩胞の誤りである。
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11. 5. 2 滝 川 屑

滝川層は図幅地域の北半部のほとんどを占めて分布しているが，平均傾斜が 10。前

後なのでその分布の広いにもか Lわらず地層の厚きは 300m程度にすぎない。滝I11屑

はまたイ ルムケ y プ火山噴出物によって叡われているため，実際l乙露出しているのは

イルムケップ火山の山惑に限られている。滝I11屈の露出が最もよく連続して見られる

のは江部乙村加賀団体の沢であり ，乙の沢では淀川層の全屈が7NJ傾斜をして い るた

め，淀川層の岩質的特徴が上限から下限まで観察できる。滝川厨を岩相lζよって地屑

区分する 乙とは望ましいことではあるが，図l隔地域全般に亘って当てはまる区分とし

ては僅か上・下の 2庭H己分けられるにすぎない。すなわちその下部とは凝灰質の泥岩

を主体とし， ζれに砂岩胞を挟有する地層でゐる。 乙の地層の上限は木質亜炭の滞

屑 (20~30cm以下)をもって境とした。 ζの下部の地層は上部に較べてきわめて凝

灰質であり ，風化すると青色ないし赤色がかった色調を帯びることが特徴といえよ

う。その基底部に近く海楼介化石を多産し，化石fζは

Pecten talwhashi YOKOYAMA 

Yoldia sp. 

Acila sp. 

がゐる。

滝川層の上部はl沙岩 ・頁岩と1燦岩の互層である。砂岩t乙は中粒 ・未凝結で浮石の粒

を多く含むもの，浮石の粒を全く含まない凝結したもの，偽j商のよく発達するものな

ど様々である。また頁岩はしばしば砂岩との細かい互層となっていることが多く，頁

岩のみで厚層をなす場合は際岩と屑位的1r.近接している乙とが多い。 1諜岩は一般l乙巨

礁からなる ζ とは少なく，一般に直径1cm程度以下である。際岩はほとんどがレン

ズ状であるため， T!能岩層による層位区分は限られた小1毎回にしか当てはまらない。

滝川層を上・下部l乙大別するときの地層境界に選んだ木質亜炭層は最も連続性のあ

る地層で，これは図幅全域に亘って分布している。しかし炭屑の炭丈は西部および南

部に厚し北および西へ向かつて滞くなる傾向がある。

滝川層の下部の地層はその厚さの変化が著しく，西方tζ厚いが東へ向かつて次第に

その厚さを減じ，芦別町新城附近では数mKすぎない.
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I1. 6 第四系

本図幅地域tζ分布する第四系はイ Jレムケップ火山l噴出物および河岸段丘である.

II. 6. 1 イルムケップ火山噴出岩およびその岩屑 (附玄武岩)

イルムケップ火山は存在川層堆積の末期に滝)11低地幣1<:1噴出した火山錐て‘あって，そ

の基底直径は 13kmK達している。基盤岩である古第三紀の石狩層!，!" 新第三紀の

川端層群および滝川層を被君主している。

本火山は熔岩流 ・集塊岩およびそれらの砕屑岩から構成されているが， これらはそ

の噴出順序ならびに岩質により次の10麗l己分類される。これを上位から列記すると次

の通りである。

イルムケ γ プ火山砕屑物

音江山熔岩

800m山熔岩

沖里河山上部熔岩

irp里河山下部熔岩

イルムケ ップ山熔岩

音江山集塊岩

イルムケップ集沈岩

805m止1:熔岩

沖里河鉱泉沢熔岩

次にこれら熔岩の下記のものからその分布状態および岩石学的記載を行う。

沖里河鉱泉;尺熔 岩 本熔岩はイ Jレムケップ火山活動の最初に流出したものと考えら

れる。その分布は主として本火山の北部を占め，沖里河鉱泉の上流を初め，広監ノ沢

・西神里河沢に小露出がある。岩石は肉眼的lとは黒雲母の大きな結品を含んだ粗援な

石英黒雲南角閃石安山岩であるが，鉱泉ノ沢の中流で認められるものでは，石~を多

量に斑品として合んTご石英安山岩が露出している。乙の両岩相互の関係は明らかでな

い。これらはともに多少変質しており，変朽安山岩化し，硫化鉱物の鉱染を受けた部

分もあり，かつて金属鉱山としての探鉱坑道が数カ所lζ掘られている。西沖里河沢で
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は本熔岩の上部は黒雲南を含まない角閃石安山岩l乙移化しているが，その境界は明l療

でない。本:熔岩中の数カ所から炭酸分の強い鉱泉が湧出している。

鏡下では斑晶として，石英 ・斜長石 ・普通角閃石および黒雲母を有し，副成分鉱物

として磁鉄鉱 ・燐灰石をもっている。石英は径 2mmK達し，岩努融蝕のE却が見られ

る。角閃石は時としてオパサイト縁を有し，また緑泥石K変質した部分もある。

本岩の化学分析結果註9)は次の通りである。

Si021AizO川 2031 F叫MgOICaO INazOI K20 IH州 H20-ITiOzlp川MnOITotai

59.44117.46: 4.14 12.5412.381 6.1412判1.47[1ω1 0.80 1 0付0.1910同99.57

805m山熔岩 本熔岩は主としてイルムケップ火山の中心部に当る音江山 ・沖里河

山・ イルムケップ山の聞に分布し，一部は沖里洞鉱泉ノ沢の西側の尾根を形成し，他

の一部はイ ルムケップ山東側の吉田沢 ・寺坂沢 ・三叉山沢などに露出している。

本:熔岩は前記沖里河鉱泉沢熔岩を被君主し，その一部はイルムケップ集塊岩によって

被君1dれている。

岩石は肉眼的には青灰色または淡褐色で，綴密な石基中tζ短柱状の斜長石 ・角関石

などが斑品と して認められる。角閃石の斑晶は普通長さ数mmのものであるが， 1 

cm ほどの結品 も見られることがある。沖里河鉱泉ノ沢の上流では局部的lζ硫化作用

をうけ， 黄鉄鉱などの鉱染が見られる。

鋭下においては，斑状構造を有し，斜長石 ・角閃石を斑晶として含み，前記沖里河

鉱泉沢熔岩のよ うに黒雲母は含まないが，少量の紫蘇輝石および普通輝石を含有する

ことが特徴である。角閃石はほとんどのものがオパサイト縁を有し，なかには完全に

黒色物質に変化しているものがあるが，結晶の外形は残している。また一部では角閃

石が輝石類に変化している乙とがある。石基中には微冊子状の斜長石や，小片状の角

閃石および小粒の磁鉄鉱が含まれている。小粒の紫蘇輝石と磁鉄鉱の集合した部分も

ある。稀l乙短柱状の燐灰石を含んでいる。

本岩の化学分析結果は次の通りである 。

叩 zlAi20れ031FeO IMgO 1 CaO INa201 KzO IHzO十 IH20-l竺住生|巴 1Total 

58判18.53[3.89 1 2.2012叫6ヰ3判1判1.24 1 0臼 10付0.20[0ヰ99日

註 9)分析者は地質調査所化学ilfi!.前沼憲次郊技官.以下本文中の翁石化学分析についても同じ。
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イルムケツプ集塊岩 本集塊岩は量的にはイルムケップ火山中最も多iiiな熔岩で，

火山体の東 ・西 ・南部に亘って広く発達し，北部にはほとんど見られない。そして大

部分が山麓部に限られて露出し，その先端部は直接新第三紀層(滝川層)を覆い，本

火山錐の基底部を構成している。

その岩質は均一ではないが，角閃石安山岩質岩石の多量の大小の角l擦を，凝灰質物

が充捜したものである。その!擦の大きさは場所lとより異なるが，普通径 5~10cmで，

なかには巨礁を含むものもある。

本集塊岩と滝川屑との関係は吉田沢中流の海抜約 180mの地点(三叉山南万)で

観察される。そこでは本集塊岩の上位1L:il盗石質凝灰岩および磯岩屑 (主として神居古

溜変成岩の際)からなる滝川層の一部と思われる地屈が堆積している。

鏡下t乙本集塊岩礁を検すると，斑状構造を呈し，斑晶として常に角閃石 ・斜長石 ・

(中性長石)を含む。角閃石は大部分がオパサイト縁を示し，中には分解して完全に

黒色物質に変化しているものもあるが，結晶の外形は保寄されている。斜長石は累帯

構造を示すものが多く，なかには非常に汚染しているものがある。石基には斜長石 ・

角閃石 ・紫蘇輝石 ・磁鉄鉱 ・燐灰石が見られる。また少量のクリストパル石の含まれ

るものもある。

本築塊岩の岩礁の化学分析結果は次の湿りである。

臼021A12031F叫 IFeO1M叫CaOlNa20lK20lH20十戸20-ITi021p叫M叫Total

60.85117町13.3012.4512.431 6.531 2.9611臼10.26 I 0.281 0臼10.191 0ヰ99.61

音江山集塊岩 本集塊岩は火山体の西部に分布し，前記2;熔岩およびイ Jレムケップ

集塊岩を被覆しているものと考えられ，音江山:熔岩lζより被叡されている。本岩の露

出状況はきわめて悪く ，その分布の確認されたものは数カ所に過ぎないが，音江山西

斜面の基底部は本集塊岩lとより構成されているものと考えられる。

岩石は肉眼的には黒色鍛密質の輝石安山岩礁がおもで，前記熔岩類が粗怒の角閃石

安山岩であるのとは異なっている。

本集塊岩の岩礁を鋭下で観察した結果，斑状備造を示し，斑昂として斜長石 (中性

長石)・普通輝石 ・紫蘇輝石および角閃石を含有する普通輝石紫蘇輝石角閃石安山岩

である。
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斜長石は累帯構造をなし，角閃石はときとして黒色物質に変わっているが，結晶の

原形は残している。石基はま:;1長石 ・普通輝石 ・磁鉄鉱などからなり，大小の磁鉄鉱が

著しく散在しているが，普通輝石と共生していることもある。また本岩は多少変質し

2次的に緑泥石が多量に生成されているものもある。

本集塊岩礁の化学分析結果は次の通りである。

叫瓦丙e2己~/雨 /Mg司ωO [陥20/ K20 /H20+[H2叫m什;忌/MnO/To凶

59.60/17.10/ 5.20 /1.61/2.56/4.751 3.2311付1.59 /1. 48 [ 0.63[ 0.17[ 0.11[99.60 

イルムケツプ山熔 岩 本熔岩はイルムケップ山を中心として分布し， 805m山熔岩

およびイルムケップ集塊岩を覆っている。またその一部は三叉山の小ドームを形成し

ている。

岩石は肉眼的には黒灰色を呈し，綴密な石基中に白色の斜長石の小斑昂が多数散在

しており，有色鉱物の斑晶としては輝石が不明瞭ながら認められる。

鋭下では本岩は斑状機造を示し，斑晶としては斜長石 ・紫蘇応u石および普通輝石を

主とし，稀(C::撒殴石を含有する。斜長石は中性長石に属し，累帯構造を示すものが多

い。本岩には角閃石を全く含有しないのが特徴である。石基は斜長石および輝石の小

結晶が散在し，輝石および撒間石の斑晶の周縁1C::は磁鉄鉱の小粒が密集していること

がある。また撒殴石の周縁1L輝石類の密集することがある。

本岩の化学分析結果は次の通りである。

s叫A叫Fe2031FeO 1M叫CaOIN匂 0IK20[H川H20-/T叫P利M叫Total

56叫8.2612.98/3.641 3判7.54/2同1付0.4410.49 [ 0.691 0.201 0.111 99.57 

沖里河山下部熔岩 本熔岩は沖里河山の北館部に扇状をなして分布し，前記M1里河

鉱泉沢熔岩および 805m山熔岩を直接被覆している。後述の沖里河山上部熔岩と同様

にその一部は件l呈lj可鉱泉の上流で懸崖をつくり，板状節理を呈している。

岩石は肉眼的には灰白色粗粒の輝石安山岩であるが，通常角閃石の斑品を含み，稀

tζ大きな結品が認められることがゐる。

鏡下では斑状構造を呈する角閃石含有機関石普通輝石紫蘇輝石安山岩である。斑品

としては斜長石 ・角閃石 ・徹底E石 ・紫蘇輝石 ・普通輝石を含有している。角閃石はオ
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パサイト縁を有しているものが多く，その大半は黒色物質K変質している。斜長石は

中性長石から菖灰長石程度のものである。なお沖里河鉱泉北東万のものおよび対1里河

山三角点の北東方のものには撤闇石の盤が著しく多 く， その大きさが2-3mを示す

ものが大部分である。

本岩の化学分析結果は次の通りである。

s叫A叫F時 [F叫Mω[CaO[N叫K20[H州H20-[Ti02[ P205[M刈Totai

57刻 17.7到3.0713倒 3.9217.511 2.831 1. 451まー 541 0.46 1 0.781 0.201 0.13也6:62
l' 1 9f 

沖里河山上部熔岩 本熔岩は舛1里河山三角点附近から北方へ流出した熔岩で，前記

下部熔岩を被叡している。沖里河山山頂では板状節理を呈し，懸崖をなしている。

岩石は肉眼的には灰黒色，粗粒の輝石安山岩で，前記下部熔岩とその岩質は酷似し

ているが，角閃石の斑晶を認めない。鏡下でも同様で5あるが，本岩は下部熔岩fr.比較

すると角閃石 ・機醍石の誌が非常l乙少ない。

鏡下では，斑状構造を示し，斑品として斜長石 ・撒憤石 ・紫蘇輝石・普通輝石を含

有しており，ほかに僅か角閃石を含有するが，そのほとんどは黒色物質に変化してい

る。石基Kは微冊子状の斜長石が著しく多く，輝石も小粒をなして間際fr.点在してい

る。磁鉄鉱も同様である。

本岩の化学分析結果は次の通りである。

叫 [A1203[Fe203[FeO [MgO[ω [N匂 O[K20 [H20+ [H20-[ T刈P叫MnO[To凶

雨戸羽 3川3.59[3.63[7印[2. 82[1. 56[ 0判0.60[ 0.78[ 0.20[ 0.12[99.67 

800m山熔岩 本熔岩は沖里河山と805m山と鼎立の位置にある， 800m山附近か

ら東方一帯に分布する熔岩で，肉眼的には灰黒色，粗粒の安山岩である。

本岩は鋭下において斑品構造を有する撒憤石普通輝石紫蘇輝石安山岩である。斑晶

としては斜長石 ・撒箇石 ・紫蘇輝石および普通輝石を有し cく稀l己分解が進んで黒

色物質lζ変化した角閃石の微品が認められる。撒憤石の斑品の著しく多iZIなことが特

徴でゐる。紫蘇輝石は長さ l.mm程度のものが長柱状をなし，また普通輝石は中粒を

なして散在する。石基は斜長石 ・普通輝石からなり，磁鉄鉱の微粒が著しく多量I乙散

在している。
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本岩の化学分析結果は次の通りである。

s叫A1z0れ~FeO IMgOI CaO INa201九州州~O- I TiOzl pzOslMnOI To旬 1

57叫7.5413.561 3.3014.061 7.16[2.85[1付O.47[ 0.72 1 0.781 0.191 0.131 99.57 

音江山熔岩 本熔岩は音江山三角点附近から西斜面を扇状l乙流れた熔岩流で，東部

では 805m山熔岩を直接被覆しており，南東部ではイルムケップ集塊岩を，西部では

音江山集塊岩を被覆している。:熔岩の露出状況はきわめて惑し露顕は三角点東側お

よび沖l里河で熔岩の未端部が観察し得るに過ぎない。

岩石は肉眼的には黒灰色，級密の:熔岩で，多量の撒償石が斑品として観察される。

鏡下においては斑状構造を示す普通輝石紫蘇輝石撤歯石安山岩である。斑品として

は斜長石(曹灰長石~亜灰長石)・撒憤石 ・紫蘇輝石・普通輝石を含有し，角閃石を

僅かに含んでいるがほとんど分解して黒色物質に変化している。一部にはパーガス角

閃石を少量生じているのが認められる。撒閏石は割合l乙小さく 0.3-0.5mmぐらい

で大半が分解し， 結晶の原形を残さず， 周縁に小粒の普通輝石が生じている。 なか

には稀K3mm程度の徹関石の斑品も見られる。石基には磁鉄鉱が非常に多く散在

し，普通輝石の小粒は斑晶の間隙を撲めている。このほか短柱状の燐灰石を少量含有

している。

本岩の化学分析結果は次の通りである。

S 叫A剖仙120伊Eρ仏O仇叫31F 

57一向 3.071 3.441 3.851 7.11[3.01[1. 601 0.30 I O. 52[ 0.781 0判。 13[99.60

イルムケツプ火山砕屑物 イJレムケプ火山地域の岩府はほかの火山にその類例が

ないほど火山体の全周辺に亘って厚く堆積し，ほとんど頂上附近まで覆われている。

そのため下位に分布する本火山の各熔岩は侵蝕により放射状に発達した沢の中流以上

と，火山中心部の深く侵蝕をうけた部分にのみその露出が認められるに過ぎない。 山

麓部における岩屑は東部地域の内大部 ・新城および西部地域の中幌倉 ・江部乙村一帯

に厚く堆積し，場所によっては厚さが数 10m!乙達することがある。

本岩屑は粘土と火山噴出物との混合物であるが，岩礁のみの厚い堆積層の場合もあ

る。 ζれらの岩礁は2次的堆積のため場所lとより輝石安山岩の礁が多い場合と，輝石



42 

安山岩の1擦と角閃石安山岩の!僚とが混合している場合とがある。岩礁は半角1線状のも

のが多くその大きさも一定でなく，大きなものは径 1m{立の ものがある。

火山活動と岩石成分変化との関係 以上述べたようにイルムケップ火山は第三紀末

の滝川層堆積の末期頃から活動を開始し，第四紀段丘堆積層の堆積前にその活動を閉

止したと考えられる。乙の活動の初期と末期とでは熔岩の構成鉱物に著しい差異があ

り，その変化を表示すると第2表の通りである。

活動の初期においては石英安山岩ないし閃雲安山岩であるが，中期には角閃石安山

岩が主体となり，活動は爆発性となって集塊岩を多量に噴出するに至った。この頃に

は角閃石のほか輝石類の量も次第に増加し， きわめて稀に撒撹石の残i罪iさえ認められ

るものがある。次いで音江山集塊岩を噴出する頃には角閃石の量は著しく減少して，

輝石の量を増加し輝石安山岩と称すべきものをl噴出した。その後は熔岩のみをl噴出し

たが，紫蘇輝石を主とする輝石安山岩となった。次いで熔岩は次第に塩基性となり，

両輝石のほかに撒闇石をも含有する含撒憤石両輝石安山岩となり，最後lζl噴出した熔

第 2 表

初 1)石英 黒雲母角閃石

期 2) 角閃石紫蘇輝石 普通輝石

3) 角閃石 紫蘇輝〔丞石増 普通輝石 (椴撹石)
↓加〕 ↓〔丞増加〕

4) 角閃石 紫蘇輝石 普通輝石

5) 紫蘇輝石 普通輝石 (撤庇石)

6) (角閃石)紫蘇輝石 普通輝石 椴J覧石

↓ 7) 紫蘇輝石 普通輝石 棟償石

末 8)
期

(角閃石)紫蘇輝石 普通路1石 撤慌石

9) (角肉石)紫蘇輝石 普通輝石 撤償石

岩は有色鉱物として撒闇石を最も多量に含有する含輝石撤捜石安山岩と称すべき塩基

性のものである。なおこれらの熔岩は角閃石の残品を少量含有していること があり，

初めに角閃石安山岩をl噴出した本火山の一連の活動であることを示している.要する

に本火山の活動は酸性の安山岩に始まり，塩基性の安山岩l乙終っている。
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以上本火山fC::ついての記載を終るが，最近までイルムケ y プ火山は道内の他の火山

とともにその資料は乏しいものに属していた。したがって火山学的位置も 不明の状態

でゐり，北海道を走る火山帯としてはいわゆる千島 ・那須 ・鳥海の3火山帯が知られ

ているが， イルムケップ火山はた I漠然と千島火山帯tζ属するとみなされていたので

ある。しかし，その地理的位置ならびにl噴出時期 ・岩石性質等から本火山はその北西

方K位置する暑寒別火山とともに，前記の3火山帯とは別にイ Jレムケップ火山帯とし

て取り扱うのが適当と思われる。

機械石普通規右玄武岩 本岩は図幅地域内では，西沖里河および歌志内町科l戚岳頂

上の 2ヵ所に分布するのみである。

西川1里河のものは屑平な小円圧をなしているが，侵食I1を著しくうけ，附近にはその

岩屑が多iiUc:散在し，滝川屑との関係は明らかでない。 祈l威岳のものは基盤の石狩層

群を寅ぬいてl噴出し，比較的急峻な熔岩丘を形成している。その高さは 477.7mで，

石材として本岩を採石したことがゐるといわれている。乙れら 2カ所の玄武岩のl噴出

I時期については明らかでないが，滝川胞堆積末葉と考えられており ，イルムケッフ。火

山活動との関係は明らかでない。

本岩は[1高灰色ないし黒色を呈する徹密な岩質で一般にきわめて新f!.l'I'であり，肉眼的

には斑品として撒償石が認められる。和tl威岳ては本岩の一部が風化され灰色を呈し，

機関石の斑品は黒褐色となり国岩から脱離して多数散在しているのが認められる。鏡

下では祈1威岳 ・西対1里i可の両者とも同じ撒償石玄武岩である。斑品としては機撹石が

多itU乙含有されており，大きさは 0.4~0.7mmである 。

西川1里河のものには撒慣石が著しく 2次的変質をうけている部分があるが，村1威岳

のものにはほとんどそのような現象は見られない。斜長石は 0.3-0.5mmで自形ま

たは半自形を示している。石基は斜長石 ・普通輝石からなり ，完品質で閥粒状組織を

呈し，斜長石は微小な短冊状のもので，輝石は小粒状をなしている。そのほか磁鉄鉱

が小粒で含まれるが，特K徴憤石の周縁K反応縁として多く生じている。神威岳頂上

の撒殴石玄武岩の新鮮な部分について化学分析を行った結果は次の通りでゐる。

臼ωOα21IA剖I叫F日Fe2匂叫2
4記石到ト炉1幻7判2.9616.091 8.26110.241 2.521 0.701 0.85 1 0 叫1 21 0 251 0 171 9937 
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11. 6. 2 珂岸 段 丘

空知川の流域には 4段の河岸段丘註10)が発達しており，下幌倉附近で最も著しく，

次のような標高を示している。

第 1段丘

第2段丘

第 3段丘

第 4段丘

+80-100m 

+ 65m 

55m 

45m 

加賀団体の沢においては標高 200m前後のものがあるらしいが， 段丘堆積層とイ

Jレムケツプ火山岩屑物とが区別しにくいためその分布範囲は明確でない。

11. 6. 3 現世 層

現在の河の流路~C::沿った{民地1<:. 1沙l深からなる沖積層が分布する。

III. 応用地 質

II1. 1 概説

乙の図幅地内に産する鉱産資源でもっとも霊要なものは石炭であるが， ζのほか石

綿 ・滑石の産出が知られている。

石炭は石狩層群中の登川層 ・夕張層 ・茂尻!霞 ・美唄層 ・ (頼城層を含む)ならびに

芦別居中に挟有され，現在三井・ 三菱 ・北炭 ・住友 ・雄別の大手筋 5社のほか， i由谷

鉱業 ・北日本鉱業 ・高根炭砿 ・東海鉱業 ・新赤平砿ならびに平岸炭砿を加えて合言十11

の炭砿会社が稼行している。乙の士山方の石炭はライマン氏の空知川探険によって，初

めてその価値が認められ，空知炭田開発の端緒となったにもか bわらず，交通が不便

であったため早くから開発されたのは歌志内町を中心とする地域だけであった。その

後根室本線の開通とともに大炭砿地幣の趣を呈するに至った。したがって空知川流域

の炭砿はいずれも開発後日が浅く，開発されている区域も狭く，将来の発展が期待さ

れる。

註10)上芦別図幅参照
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登川屑の炭層は住友赤平砿 ・茂尻砿で採掘された ζ とがあるが，現在は本図III&;地域

内では採掘注れていない。夕張層の炭層は神威砿 ・豊里砿 ・赤平砿 ・茂尻砿ならびに

油谷芦別砿で採掘されているが，厚腐であるが概して爽みが多く，炭丈の変化がや〉

著しい点でほかの層位の炭屑よりも 不利な篠件にある。茂尻層の炭層は図樋全威l乙亘

って稼行f~件t乙恵まれた炭層で，黄金砿を初めとして三菱ぺンケー坑・ 二坑・茂尻砿 ・

赤平砿・盗里砿 ・新赤平炭砿 ・空知砿・歌志内砿などで稼行されている。美|貝層の炭

屈は空知炭田において最も価値の高い炭層といえよう。 歌志内砿・空知砿・ 末広砿 ・

差是里砿・赤平砿 ・赤間1広・茂尻砿 ・黄金砿の主要な稼行炭層となっているのは美唄屈

の炭j扇である。

頼城屈の炭屈を稼行している代表的な炭砿は高根砿であるが，乙のほかにも小規模

な諮負掘が好況期には行われている。芦別j霞の炭層は三菱下芦別砿 ・北日本炭砿・平

岸炭砿で採掘されているが，この炭層の発達は図l岡地域南東部においてすぐれ，北部

および西部では次第に炭丈も薄くなり，稼行価値を減じている。

III. 2 三菱鉱業株式会社芦別砿業所

III. 2. 1 ぺンケー坑・ニ坑

位置および交通 芦別市下芦別の東方 8km K位置し，辺渓川支流の盤ノ沢の流

域を占める。現在上芦別駅から延長 6kmの鉄道によって連絡されている。

現況 ぺンケー坑は盤ノ沢東側の虎ノ皮屑を稼行している。この区域の虎ノ皮層は

大きく分けて 2枚(八番層 ・七番届)の炭層からなるが，そのいずれもが炭丈8mK

達する厚胞である。平均走向はNEEで南へ20。前後傾斜している。ペンケ二坑は盤

ノ沢の西側に位置した美唄屈中の炭屈を稼行している。炭層は 6枚あって下位から 1

~屑~ 6 審層と名づけられている。乙のう ち 2 番庭jおよび 5 番屈は炭丈 3 mlc近い厚

屈である。 -坑 ・二坑を含めて ζの区域にはNW方向の断層が多く，坑道も大部分が

土山並以上であるため，断層l乙挟まれた地塊Cと坑口が設けられ，一部には露天掘さえ

行われているが，次第に坑口数を減じて大きな坑口 1本f乙集める段階にはいりかけて

L 、る。

III. 2. 2 下芦別坑

位置 芦別駅の南方 lkmK位置し輸送係件に恵まれている。
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稼行炭層および現況 芦別層最上位の炭層を稼行しているが，ほとんど地並以上の

みが採掘されている。稼行できる炭層は 6 枚程度で， 上から 1 審層~6 番屈と呼ばれ

ている炭層は一般走向NW~NNWで東へ 20~30。傾斜して いる 。 現在採掘してい

る炭層は 1番屑および4客層が主体で，稼行炭丈はいずれも 1.5m前後である。

III. 3 三井鉱山株式会社芦別砿業所

III. 3. 1 黄金 坑

位置および交通 班渓幌内川の支流である二股沢に位置し，芦別駅までの輸送は延

長 6kmの索道によっている。また黄金坑と下芦別聞にはトラック道路も通じている。

稼行炭層および現況 ζの炭砿は前K述べたぺンケ坑の北側に位置し，ぺンケ坑で

稼行している美唄屑中の炭屈ならびに茂尻屑の炭屈を採掘している。現在は坑口地並

以上を稼行しているが，炭層は緩やかな波状沼曲構造を示し，炭層傾斜も最大 20。程

度である。北西西ないし北北西方向の緩傾斜の断層によって炭層が切られることが多

L 、。

本炭砿では試錐Kよって夕張胞の炭層を確認している。

III. 3. 2 福住坑

旧坑なので記述は省略する。

III. 4 油谷鉱業株式会社芦別砿業所

乙の炭砿は盤ノ沢上流に位置し，三菱芦別砿業所ぺンケ坑の北東に当り，内大部断

層の西側にあって夕張層ないし若鍋j商が露出する区域にある。終戦後開発されたが，

|昭和27年頃には露頭附近の採姻を終え，採掘は地並以下R.移ろうとしていた。大断層

に近接しているためか，炭層は多くの小断層によって切られている。三回 ・小島町に

よって詳細な調査が行われている。

III. 5 :1七日本鉱業株式会社芦別坑

位置 芦別町高根川の東方 1.5km にあたる北日本炭砿の沢(仮称)の流路に沿っ

て坑仁lが散在する。運搬は芦別駅まで トラックによる。

稼行状況 稼行炭層は芦別屑に属し，三菱下芦別砿の稼行炭層と同じ!菌位らしい。
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炭層は 6枚あるが，北北西方向の断層と北東東方向の断層が多く，炭層を切ってい

る。炭層の一般走向は北北東で南東に 20~30。 傾くが，北北西方向の断層の東側は引

きづりをうけて背斜をなす乙とがある。ほとんどの露頭には坑口が設けられ士山並以上

の採掘を行っている。

III. 6 芦別鉱業株式会社平岸坑

位置 平岸駅の北東 1.5km (ζ位置し，亀田沢の上流を占める。平岸駅とはトラッ

ク道路で結ぼれている。

稼行状況 芦別居下部の炭層を稼行している。下位から 1 審層~9 審屑と時ばれる

が，稼行しているのは 6，7， 8'i=層で山丈2m弱で，爽みが多い炭層である。炭層

の一般走向は南北，東へ 30。傾く 。現在は坑口水準以上だけを目標lとした小規模の

炭砿である。

III. 7 雄別炭鉱鉄道株式会社茂尻砿業所

位置 茂尻駅の東方 0.5kmにある桂沢の流れに沿って 4つの坑口が関かれている。

佐沢の沢口にある選炭機から坑口までは軌道?とより述絡されている。

稼行炭層および現況 一般走向は南北で東へ 60。前後傾斜する。茂尻背斜の東翼に

当り，鉱区内には登川屑から赤平崩までの地層が露出するが，稼行されているのは美

唄届および夕張屑の炭層で，茂尻屑 ・登川層の炭層もかつて稼行された ζとがある。

茂尻背斜が北へ泌むにつれて炭層の走向も次第に北北西~北西西に移り変る傾向が見

られる。稼行可能の炭屈は登J I IJ商 6 枚，夕張層 5 枚，茂尻層 2 ~ 3 枚，美唄層 5 枚で

ある。稼行深度は海水準 200m以内である。

III. 8 高根炭砿株式会社

位置 芦別町の西方 4kmIC位置い高根川の本流fC沿って 5km上流に砿業所

(ー坑)がある。高線川に沿って新設されたトラック道路によって国道に連絡し， 別

t乙索道』ζよって芦別駅と結ばれている。

稼行炭層および現況 頼城屑中の炭層を稼行している。炭層の数は多いが炭質頁岩

の爽みが多く，単独l乙稼行できる炭層は少ない。現在は六番腐と呼ぶ炭屈だけを対象
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にして稼行している。六番層は上周一段 ・上層二段 ・下層と|序ぶ 3枚(おのおのの山

丈1.5m前後)の炭層からなる。

ニ坑 高板川のさらに下流にニ坑がある。二坑は芦別居最下部の層位の炭層を稼行

してお り，原炭は坑口からトラックでー坑の選炭機1<::送られている。

III. 9 住友石炭鉱業株式会社赤平砿業所

III. 9. 1 赤平砿 (旧と歌志内砿を含む)

位置赤平駅の南東1km 1<::位置し，ー坑 ・二坑 ・三坑・ 四坑と呼ばれるすべて

の坑口が選炭機の周りに集約されている。

茨層および稼行現況 赤平向斜両認の炭層を稼行している。一坑 ・ニ坑・四坑は東

認の美唄層 ・茂尻層 ・夕張層中の炭屈を対象Ir.，三坑は西認の美唄層中の炭l置を，四

坑はまた東認の登川j問中の炭層を対象にして坑道が発展している。東認では美唄層に

は 7 枚，茂尻屑には 1 枚，夕張層には 6 枚の稼行炭層があり，登J II ~I<::は 3 枚の炭層

が確認会れている。東翼は 60。内外の急傾斜をなし，西mは 20。内外の緩傾斜でゐる。

赤平砿の炭層は炭層聞の間隔がほかの区域に比して きわめて接近し，また爽みが簿く

なるために炭層の稼行炭丈も一般に厚くなっている。深度は海水準 -350mまで坑道

が延びている。旧上歌志内坑はライマンの教え子である伴氏によって早くから関坑さ

れていたため，稼行深度も 500m 1<::近くなっている。昭和28年赤平砿と合併した。

III. 9. 2 歌志内 砿

位置利i威駅と文珠駅の中閥に当る歌志内町字中村Ir.位置する。

稼行炭麿および現況 歌志内断厨西保Ulr.分布する美唄層 ・茂尻屑の炭層を対象とし

て稼行している。 坑口から北方へのびた延長 3kmの通洞が設けられ，また通洞レベ

Jレからの上向または下向の斜坑がのびている。乙の通洞を神威断層が横切っており，

採掘区域を大きく 2つに分けている。神威断層以西はー坑 ・ー斜坑が設けられ，神威

断層以東には二 ・三 ・四斜坑が設けられている。歌志内砿の稼行炭層の数は美唄l霞に

8枚，茂尻属1<::3枚ある。



III. 10 北海道炭砿汽船株式会社空知砿業所

III. 10. 1 神威砿
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位 置村l威駅の南方 O.5kmの位置に坑口が設けられているが，採掘区域は上芦

別図l隔地内である(上芦別図l隔説明書;参照)。

炭層 本図111m地域内では夕張屈が分布するが未Tご稼行されていない。

III. 10. 2 空 知砿

位置 歌志内町中沢にあって 4つの坑口が設けられ主いる。そのうち竜田坑・札

串坑 ・舞鶴坑はこの図楓地域内lとあるが，興津坑は上芦別図隔地内にある。いずれも

鉄道によって歌志内駅に連絡している。

稼行炭層と現況 竜田坑 ・本L串坑 ・舞純坑はいずれも美l現層 ・茂尻屑 ・夕張屑の炭

層を稼行しているが，興津坑は登川局のものを稼行している。この区域は地質構造か

らみると茂尻背斜と1111威背斜とのヰI間に位置し，こ〉から北へ向かって次第にその性

格を明らかにし始める赤平向斜ならびに豊里背斜の南の端にも相当するため，地質構

造が複雑で断層も多い。 しかし ζの区域はあらゆる層位の炭層がよく発達しており，

炭層の数も美|照屑で 6 枚，茂尻層で 1 枚，夕張屑で 5 ~8 枚である。

III. 10. 3 赤 間砿

位置 空知川の北岸にあって，赤間沢と大谷沢の中聞に位置する。坑口から赤平駅

までは延長 2.5kmの軌道が通じ，搬出された原炭は後述する末広砿からの原炭とと

もに赤平駅近く tζ設けられている洗炭機に送られている。

稼行炭層および現況 茂尻背;f~1の涜みかけた冠部?と露出した美H民庭iおよび茂尻屈の

炭庭iを稼行している。 ζの区域は北西万向の断層Kよって背斜冠部が切られているた

め，炭層の枚数も多く炭丈も厚いにもか hわらず大規模な出炭を行っていない。赤間

砿の美唄屈は虎ノ皮層を除いても 5枚の可採炭層をもら，殊に虎ノ皮層はこの附近で

もっともよく発達し， 4~5 枚の可採炭層がある。茂尻屑以下の炭層は未だ稼行され

ていない。

III. 10. 4 末広砿

位置 赤平!択の西方 O.7kmR.位置し，赤平駅まで‘は軌道で、連絡している。

稼行炭層および現況 末広砿の沢IC::並行して走る走向南北，東傾斜の美唄属中の炭
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層を稼いでいる。未だ水準以上の炭層しか採掘されていない。美I関!習の可採炭層は

5-6枚である。 同砿の茂尻層は諮負掘で‘露liJi附近の採掘が行われているが，夕張層

のものは未だ採掘されていない。茂尻屑の炭層はこ〉では 2枚?と分属しており ，炭質

も赤平向斜の東認の向ー炭層より劣る。

III. 11 東海鉱業株式会社豊里砿業所註11)

位置 赤平駅の西方 1.5km K位置する。同駅とは専用引込線で連絡する。

稼行炭層および近況 盛里砿Kは大きく分けると 2つの稼行区域がある。その 1つ

は豊里背斜の東認の炭層を対象とした本坑で、あり，他の 1 つは豊里背斜の背~;Iil射l部な
仇

らびに西翼の炭屈を稼行対象としたー斜坑 ・ー坑 ・新一坑である。本測による稼行深

度は海水準一250m以浅で，美唄層 ・茂尻届 ・夕張層上部の炭腐を稼行している。

ー斜坑 ・ ー坑 ・ 新一坑はすべて夕張屑の炭層を稼行している。ー坑と-~;4:坑は地質構

造的に同じ区域を採掘しており，一坑が坑口水準以上を，ーがl坑が坑口水準以下を対

象としている。新一坑の稼行区域は前2者と断層で分離されている。稼行炭尼i数は美

l貝層4枚，茂尻庖2枚，夕張腐は 7枚である。

III. 12 新赤平炭砿株式会社

豊里砿新一坑の南側に位置し，ハクシツプ沢本流の西方に位i位する。赤平駅とはト

ラック輸送で連絡している小規模の炭砿である。豊里背~4gg認の茂尻層およ び夕張層

の炭層を稼行している。

III. 13 非金属鉱床

図l隔地域北東隅を占めて分布する村1居古郡変成岩類中，石料j・滑石の産出が知られ

ているが，未だ詳細な調査は行われていない。
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(Asahigawa-53) 

By 

Y OSHINORI KA WANO， KAZUNORI MATSUI 

& 

ISAMU SHIMIZU 

Abstract 

GEOLOGY 

The area covered in this sheet map is located on the westside 

of Yi1bari Mountain Range in the c巴ntralHokkaidδ， lying b巴tween

latitudes 43030' and 43040' N and longitudes 142010' and 142015' E 

The area is composed of m巴tamorphic rocks of the Kamuikotan 

complex (geological age undetermin巴d)， the Cretaceous strata， the 

Ishikari group and Poronai formation (both belong to Paleogene)， 

the Kawabata group and Takikawa formation (Neogene)， the 

lrumukeppu lava and its detritus (latest Neogene to Pleistocene)， 

and terrace deposits (Quaternary). 

The general character and mutual stratigraphic relation of these 
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Table 1 

Name of Group and Formation ¥lolcanic Eruption 

AlIuvial deposits 

Terrace deposits 

。“ 〉hoロh ω 同コd 、
lrumukeppu volcanics 

and basalts 

Takikawa 

z ω ロω U。ω • 
formatIon 

Kawabata group 
Orogenic Movcmcnt 
Transgr巴ssion

ー一
Poronai formatio口

DM邑C，L訴“ 

Ashibctsu formation 

Hiragishi formation 

“ 伺門戸h 
Rn:jo formation 

ドi 、 ω ロ Ishikari 

D 邑"-
Tahne formation 

;eω 回。ω Fq 4 

group 
Akahira rormation 

Bihai formation 

¥Vakanabc formation 

Moshiri formation 

ロ Yubari {ormation 
吋"-

J ω O 』診

Horokabctsu 
formation 

Noborikawa 
formation 

Hakobuc!Ji group 

Cretaceous 

Upper Ezo group 

Jurassic ? Kamuil∞tan complex 
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rocks， the geological age of the orogenese， and the seqence of the 

volcanic eruption are summarized in the table 1. 

KAMUIKOTAN COMPLEX (metamorphic rocks) 

The Kamuikotan complex， probably the oldest sediment in Ho-

kkaido， is distributed in the northeast corner of this mapped area， 

and is restricted by the Kamui fault from the narrow belt of the 

Kawabata group， which covers disconformably the Kamuikotan 

compJex in other field. These metamorphic rocks， associated with 

the serpentine rocks， do not contain any fossil except the fossil 

r巴mainfound in the intercalating limestone lens of the other field. 

The occational discussion about its geological age had been taken 

until now. By the evidence of stratigraphic relations， the geological 

age of the Kamuikotan complex is accepted to be the Jurassic or 

earlier age. 

CRETACEOUSSTRATA 

The distribution of the Cretaceous strata is limited to the small 

area. It occupi巴sthe mountain region， near Moshiri， surrounded by 

the Ishikari group at the part of the Sorachi anticline axis. The 

geologic age of the Cretaceous strata distributed in this area， 

includes the Hetonai and Urakawa epoch in the Cretaceous age. 

The Cr巴taceousstrata are cover巴dunconformably by the Ishikari 

group (Paleogene)， and also include the following two groups in 

the descending order. 

The Hakobuchi group and the upper Ezo group. 

The upper Ezo group of this area consists mainly of mudstone， 

and intercaJates sandstone and marly nodules. The group aJso con-

tains molluscan fossils; the ammonites， 1 noceramus (predominant). 

The Hakolコuchigroup consists of fine-grained sandstone accompa-

nied by conglomerate， mudstone， liparitic tuff， carbonaceous shale 

and thin layer of coal. Sandstone is greenish in color. As a whole 

rock facies of this group resembles in appearance to that of the 



4 

Noborikawa formation. 

TERTIARY 

General Remarks 

The Tertiary depos'its in this area consist of four groups 1) the 

Ishikari group composed mainly of fresh water deposit， and it is 

the most important coal measure in Hokkaidδ2) the Poronai 

formation， 3) the Kawabata group and 4) the Takikawa formation 

The Poronai fomation and the Kawabata group are the deposits 

of marine origin. After the deposition of Kawabata group， there 

occurr巴d a great orog巴nic movement (post-Kawabata Orogenese) 

in this area， which， in consequence， folded the strata of the 

Paleogene to the complicated geologic structure in the Ishikari coal 

field. Between the Kawabata stage and the Poronai stage， there 

might have been also another orogenic movement in this district. 

But the movement has not been proved until now. 

The geographical distribution of sediments in the Kawabata stage 

is large in scale and is much larger than the occupasional ar巴aof 

sediments in the Poronai stage. The former scattered all over the 

territory of Hokkaidδ， but the latter are restricted to the smaller 

area， neighbouring the border of the Paleogene coal field. 

In Pleiocene epoch， the marine transgression occurred again 

(Takikawa stage)， and the deposits in the Takikawa stage covered 

disconformably the pre-Takikawa groups. But the marine transgres-

sion in this stage is smaller in scale than that of Kawabata stage. 

Another difference between these two will be the difference of the 

location to where the advancing sea have invaded. 

Ishikari Group 

Since the study of H. lmai in 1924， many geologists and paleon-
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tologists had been engaged in the survey of these coal-bearing 

formations. Especially the field geologists who belong to the coal 

mining companies， have contributed to clarify the detailed stratigra-

phy of formations and to detect the g巴ologicalstructure in this coal 

field. In this report the authors have compiled the geologic maps 

of this field which were predominantly made by many field geolo-

glStS. 

In this mapped area the Ishikari group is subdivided into four 

parts from the viewpoint of the cycle of sedimentation. According 

to the difference of the rock facies， strata of each part are divided 

into two or three formations. 

Lower Part 

The lower part consists mainly of sandstone， mudstone and coal， 

and has 1，000 meters in thiclmess as a whole. 

This part is divided into three formations; the upper and lower 

contain of much workable coal seams， and the middl巴 is mainly 

composed of mudstone. This part is fresh water origin， and contains 

the fossil flora and Um.o. 

The Yubari formation (upper) ranges in thickness from 300 meters 

at Moshiri to 200 meters at Sunagawa; on the other hand the 

Noborikawa formation (lower) ranges in thcikness from 210 meters 

at Moshiri to 400 meters at Sunagawa. But the Horokabetsu format-

ion (middle part) does not vary it' s thickness throughout the area. 

The workable coal seams are predominantly developed to the eastward 

direction in the Yubari formation， and to the westward in the 

Noborikawa formation. 

Noborikawa Formation 

The formation consists of sandstone， sandy shale， mudstone， 

and intercalates about ten workable coal seams. Sandstone is 

massive， medium or fine-grained， and has greyish color. Mudstone 
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and sandy shale are dark greyish in color. Mudstone is sometimes 

intercalated by the calco-ferric lens. 

The lower part of this formation is mainly composed of mudstone， 

and the middle and upper parts predominantly of sandston巴 The

coal seams exist mainly in th巴 lowerpart. 

Horokabetsu Formation 

The formation is mainly composed of siltstone， mudstone， inter-

calating fine-graind sandstone layer. 

The mudstone is dark grey or black in color， massive， compact， 

and contains the fossil Unz'o and plant debris. The formation is a 

deposit of fresh water origin. 

Yubari Formation 

The formation is an arenaceous deposit and intercalates sandy 

mudstone， mudstone and coal seams. The sandstone is grey or 

greyish blue in color， coarse-or medium-grained， massive and com-

pact. The workable coal seams are intercalated in the upper part 

of the formation， which is mainly composed of the alternations 

of sandstone and shale. The middle and lower parts of the forma-

tion are predominantly composed of sandstone. These parts contain 

no coal seam except the lowermost horizon of the formation. 

One of the coal seams near the top of the formation has a white 

clayish parting， and is the useful key bed because of its character-

lStJC appearance. 

Middle Part 

The transgression in this stage is the largest one through the 

Ishikari epoch， and this part is mainly composed of marine 

sediments. Th巴 climax of the transgression was in the Wakanabe 

stage. But on this mapped area the authors presumed three times 

of marine invasion from the viewpoint of sedimentaly cycle. But the 

工epeatedinvasion cannot be assumed in the southern n巴ighbouring
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distric七ofthis mapped area. And only one cycle of transgression 

is observed. 

This part becom巴sthicker in the northwestern direction. 

Moshiri Formation 

The formation is a coal measure， and also contains the marine 

fossil at the base of the formation. The rock facies of the formation 

shows the intermediate character between the Yubari formation and 

the羽Takanabeformation. Sandstone contains sand pipes and fossil 

remains such as Corbicula tokudaz' (YOKOYAMA) and Geloina 

hokkaz'do正nsz's NAGAO et OTATSUME. The sandstone is pale 

bluish in color， fine-grained， massive or fine-banded rock. 

The upper part of the formation contains workable coal seams， 

alternating with sandstone and mudstone. 

The mudstone is grey in color， and sometimes contains marly 

nodules. 

Wakanabe Formation 

The formation is composed of black mudstone， and sometimes 

intercalated with the fine-or medium-grained sandstone. Mudstone is 

black and massive and contains much fossil remains and marly 

nodules. Sandstone contains sand-pipes and glauconite grains. 1n 

the middle part of the formation， much nodules are found. 

Bibai Formation 

The Bibai formation is d巴velopedonly in the Sorachi district of 

the 1shikari coal field， and is mainly composed of the alternations 

of sandstone and shale. The formation includes fresh water deposit 

and interbeds brackish water deposit. Sandstone is medium or 

fine-grained， and pale blue in color. 1t contains pebbles of side-

ritic mudstone. Mudstone is pale grey or dark gr巴yin color. The 

sandstone has always good stratification and where the laminae of 

sandstone and siltstone are observed， they show a beautiful striped 
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pattern which is believed to be the characteristic rock faci巴sfor this 

formation. 

The wOlkable coal seams are interbedded in the lower part of th巴

formation， mainly composed of mudstone. The upper and middle 

parts of the formation are predominantly compos巴d of sandstone 

intercalating mudstone. 

Upper Part 

This part is subdivided to the Akabira， Takane and Raijδfor-

mations in ascending order. The Akabira formation is the deposit 

when the sea invaded; the Takane formation is the regressional 

deposit， succeeding to the deposition of Akabira formation. The 

Raijδformation is the deposit succeeding after the small invasion 

of the sea which occured in local area in this stag巴.

AKabira Formation 

The formation was divided by M. Tsutsumi into the following 

m巴mbersin descending order:ー

(IV) Coal-bearing sandstone member 

(m) Uppr mudstone m巴mber(with marly nodule) 

(rr) Shell-bearing sandstone member 

( 1) Lower mudstone member (fresh water deposit) 

In these members， (IV) Coal-bearing sandstone member is a deposit 

of when a regressive stage commenced. But it contains Corbi・cula

bed intercalated in the coal seams. So the member is also included 

in the Akabira formation in this map from the standpoint of identi-

fying the rock facies in field usage. 

The distributon of the formation in this mapped area is separated 

in the following three districts from east to west :ー

(工)Banno-sawa and Pankeporonai district 

(rr) Akama and Akabira district 

(m) Western district of U tashinai fault 
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In Banno-sawa and Pankeporonai district， four members are 

found; in Akama and Akabira district， three members except the 

top member are found; only two members are found in western 

part of Utashinai fault. 

At the western part of this mapped area the deposit of the Akabira 

formation lacks the upp巴rmostmember. The authors suppose that 

the marine transgression in this stage has invaded from the east， 

consequently the western area lacks deep sea deposit. 

Takane FormatIon 

The formation is an arenac巴ous deposit. Sandstone is fine-or 

medium-grain巴d，greenish in color， and shows fine-banded stratifi・

cation. This is fresh water deposit in origin， and contains fossil 

plant. The thickness of the formation is less than 300 meters in this 

mapped area. 

RaIjo FormatIon 

The formation is a coal measure. The black mudstone bed， which 

is the basal part of the formation， contains marly nodule and fossil 

Corbz"cvla. The succeeding beds to this mudstone are the alternations 

of sandstone and mudstone， intercalating coal s巴ams. These coal 

seams are mined in Takane colleary. In the middle area of this map， 

it may be capable to devide the Raijo formation from the Takane 

formation in the lithostratigraphical vi巴wpoint.But in the other area 

two formations have nearly the same rock facies， intercalating thin 

coal seams from the bottom to the top. 

Upper Most Part 

The Hiragishi formation， earlier deposit of this stage， contains 

marine deposit at the base. Th巴 Ashibetsuformation， later deposit of 

the stage， consists of alternations of sandstone， mudstone and coal 

seams， and this deposit is of fr巴shwater origin. The g巴ological

boundary between the above two formations were decided by the 
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lithological charactels; the Hiragishi formation contains so much mol-

luscan fossils， but the Ashibetsu formation intercalates the workable 

coal seams. 

Hiragishi Formation 

The formation is mainly composed of alternations of sandstone 

and mudstone. 

Sandstone is dark gley in color， fine-grained and bears ripple 

marks. Mudston巴 isloose. massive and dark grey in color. The 

formation cotains much fossils as Ostrea， Corbicula and sometimes 

other molluscan fossils of marine origin. 

The fossil Ostrw is generally found near the base of this for-

mation， and the fossil Corbicula is predominantly included in the 

upper horizon of the formation. The occurrenc巴 ofthese fossils in 

the Hiragishi formation differs from the occunence of the fossils in 

the Akabira formation. 

Ashibetsu Formation 

The formation is one of the important coal measures in the 

Sorachi coal field. 1t contains of sandstone， mudstone and coal 

seams. Sandstone is paly grey or pale green in color， medium-or 

coars巴ーgraind，massive and compact. Mudstone is dark grey or black 

in color， and has laminated stratification and always associated with 

th巴 sideritic mudstone. Unio， Vivz"ta1'uS and plant fossils are 

found. The workable coal seams are intercalated at the upper and 

middle parts of this formation. 

The formation occupies four areas， being isolated each other. The 

formation， distributed in th巴 easternpart of the Sorachi anticline， 

has the contorted geological structure， but is exposed almost of the 

formation from the base to the top. Other two areas， which lie in 

the western part of the Sorachi anticline， are covered disconformably 

by the younger deposit. And there are exposed only the lower part 

of the formation in these areas. The thickness of the formation in 



11 

this mapped area rang巴sfrom 500 meters at east side to 700 meters 

at west side of this mapped area. 

Poronai Formatioll 

The Poronai formation in this area is distributed in a few limited 

localities， and it always overlies unconformably the Ashibetsu 

formation. 

The Poronai formation is a marine deposit and it is mainly com-

posed of black mudstone with the so-called“green baseぺglauconitic

sandstone， at the base; it contains marly nodules and fossils of shelI 

and foraminifera. The strata distributed in this area are limited to 

the lowermost part of the formation. 

The coal-bearing mudstone， the Hirosezawa mudstone by H 

Sawata at the southeast corner of this sheet may be correlated to 

the Momijiyama formation. 

N eogelle Series 

The deposits of the Neogene series in this sheet are the Kawabata 

group and Takikawa formation. These are marine deposits in origin， 

and the geological relation between them shows the large disconfor-

mity. There would have occured no deposition in the Oiwake and 

Wakkanai stage in this area when th巴 tuffac巴ous sediments in the 

marine origin were deposited at the western part of the sheet map 

area. 

Kawahata Group 

The so-called Kawabata group is distributed in two areas in this 

map. One is the narrow zone bordered by th巴twomajor faults， the 

Kamui fault and the Naidaibe fault; the another is smaller restrict巴d

area at th巴 southeastcorner of the sheet 

The Kawabata group in th巴 northerndistrict is made up of fine 

alternations of sandstone and mudstone， and contains no fossil remain. 

Sandstone is medium-or iine-grained， grey or pale bluish in color， 



12 

and intercalates siliceous hard sandstone. Mudstone is grey or dark 

grey in color， and sometimes contains smallei-pebbles. The geological 

structure is much contorted and it is very difficult to find out the 

stratigraphic order of the group. 

In the another location of the Kawabata group at the corner of 

the map， Penke-gawa mudstone may be corr巴lat巴dto the Takinoue 

formation (lower part of th巴 Kawabatagroup) in Yubari coal field. 

Takikawa Formatiol1 

The northern half of the map is covered by the Takikawa formation 

of the latest Neogene. It is more or less 300 meters thick. Type 

locality of the formation is located near the northwest corner of the 

map. The formation is divided into two parts. The lower consists 

of tuffaceous mudstone intercalating sandstone beds， and contains 

the marine fossills near the basement. The top of the lower part 

is bounded by the lignite layer. from the upper part of the forma-

tion. The upper part consists of sandstone， shale and conglomerate. 

Sandstone is medium-grained， loose， and faulse-bedded. Shale are 

alternated with sandstone. Conglomerate contains the pebbles less 

than one centimeter in diameter. The pebbles are almost derived 

from the pre-Cretaceous rock which is exposed to the east side of 

this formation. The lower part of the Takikawa formation is thicker 

to the west than to the east of the mapped area. 

QUATERNARY 

Volcal1ic Rocks 

Two kinds of volcanic rocks are found in the area， one is basalt 

of Kamui-dake which is situated at the southwest corner of the 

mapped area， where the dome shaped lava directly covers the Ishikari 

group of Paleogene age， and the other is andesites of Irumukeppu 

volcano. 
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Irumukeppu volcano is situated on the Tertiary basement at the 

western part of Kamuikotan complex belt. Commencement of the 

volcanic activity is believed to have been of late Takikawa deposi-

tion of Pliocene age， but the main part of the volcano would have 

formed in Pleistocene age. 

Except a few cold mineral springs in the central part of the 

volcano， none of fumarole or hot spring can be found in the vici-

mty. 

The volcano is also severely disect巴dforming many deep' and wide 

radial valleys. These facts suggest that the closing of activity was 

not in Holocene time. 

From its ejected materials th巴 activitiesof the volcano are divided 

into two periods. At the first period acidic rocks such as biotite dacite 

and the hornblende andesite of Si02 58. 99~60. 85， are erupted and 

then at the second period， relatively basic andesite such as augite-

hypersthene andesite and augite-hypersthene-olivine andesite of SiOz 

56. 94~57 . 70 are poured out. 

Materials of the first period are composed of lavas and vast amo-

unts of agglomerates， whereas the materials of the later period are 

composed of lava only. 

Mineralogical and chemical compositions of the various lavas of 

the volcano are shown in the following table 2 and 3. 
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Hypersthene Augite 
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As is seen in table 2， the most of the rocks of the volcano con-
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Nobori- Yubari Moshiri Bibai Rai Ashibetsu 
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Sumitomo-Akabira Mine 1st. 2nd pit， 3nd， 4th pit 2 Seams 4 Seams 1 Seams 6Seams 
Sumitomo-Utashinai Mine 3 Seams 8 Seams 

Hokutan-Kamui Mine 
Tatsuta pit 9 
Sakushi pit 

Hokutan-Sorachi Mine Maizuru pit 1 Seams 6 Seams 
Okitsu pJt ワ

Hokutan-Akama Mine 5 Seams 
Hokutan-Suehiro Mine 1 Seams I 5 Seams 
Tδkai Mine Main pit 4Seams 

2引い1st plt 7 Seams 
Shin-Akabira Mine 4 Seams 2 Seams ト4
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tain hornblende crystals; this is the characteristic of the volcano 

scarcely known in Hokkaidδexcept a few volcanoes. From the 

viewpoints of geographical situation and the lithologic charaeter of 

the volcano， Irumukeppu volcano can not be attached to any known 

volcanic chains in Hokkaidδ. So the authors intend to propose the 

new name of“Irumukeppu volcanic chain" including Shokambetsu 

volcano. 

River Terrace 

Along the river of Sorachi-gawa and Ishikari-gawa， river terraces 

are developed， and four terraceous plane are observed from the 

airphotograph. 

Number of the plane 
First terraceous plane 
S巴cond // 

Third // 

Fourth // 

Level of the plain 
100~80 meters 

65 // 

55 // 
45 // 

There may be other terraceous plane (level of the plain is more or 

less 260 meters) at the northwest corner of this sheet， but it is 

difficult to identify the terrace deposit from the Irumukeppu volcanic 

detritus. 

Flood Plain Deposit 

Along the river of Sorachi-gawa and its tributaries， alluvial deposits 

are developed. They are composed of sand or gravel. 

ECONOMIC GEOLOGY 

General Description 

Coal Th巴 coal is the most important mineral resource in this 

sheet mapped area. The Ishikari group intercalates a larg巴 number

of coal seams which belong to six coal measures. Table 4 shows the 

names of the coal mines and their workimg coal measures. 
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The coal fields in Sorachi district were found by Dr. Lyman for 

th巴 firsttime in his expedition at Sorachi-gawa. After the discovery 

of the Sorachi coal field， some coal mines were opened at the 

smaller area near Utashinai-machi， but the other districts are 

remained unopened. As the Nemuro-honsen (transport railway) was 

opened， many coal mines were developed for working in this mapped 

area. Almost of the collieries were worked about fifteen or twenty 

years， and the exploitation went through more or less 300 meters 

in the bottom. 
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